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ＪＴ－Ｑ９５６

ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース　課金付加サービス

＜参考＞

１．国際勧告等との関連

　 (l) 　本標準は、１９９５年１０月にＷＴＳＣ加速化勧告手続きにて承認された勧告Ｑ．９５６に準拠

したものである。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

2.1　オプション選択項目

　 (l) 　ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅱ〕　課金情報通知付加サービス（ＡＯＣ）

　な　し

　 (2) 　ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅲ〕　着信課金付加サービス（ＲＥＶ）

　な　し

2.2　オプション項目

　 (l) 　ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅱ〕　課金情報通知付加サービス（ＡＯＣ）

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５６．２において複数の選択肢がある項目に対して、ＴＴＣ標準としても

オプション項目とするものについて表１－１に示す。

　 (2) 　ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅲ〕　着信課金付加サービス（ＲＥＶ）

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５６．３において複数の選択肢がある項目に対して、ＴＴＣ標準としても

オプション項目とするものについて表１－２に示す。

2.3　その他

　ＩＴＵ－Ｔとの章立て構成比較表

ＩＴＵ－Ｔ勧告 本標準

Ｑ．９５６．２ 〔Ⅱ〕

Ｑ．９５６．３ 〔Ⅲ〕

３．改版の履歴

版　数 発　　行　　日 改　版　内　容

第１版 平成  ６年１１月２４日   制  定

第２版 ２０００年１１月３０日 １）１９９５年１０月にＷＳＴＣで承認され

た勧告Ｑ．９５６．２に準拠した［Ⅱ］課

金情報通知付加サービスを追加。

２）［Ⅲ］着信課金付加サービスに関して、

勧告Ｑ．９５６．３の草案から１９９５年

１０月に承認されるまでの変更分を反映。
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４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．注意事項 

〔各付加サービス共通事項〕 

  (l)  端末と網とが本標準に準拠して接続される場合においては、2.2 節のオプション項目に関して、

各々が採用した選択肢の整合性を確認する必要がある。 

  (2)  前記 2.1 節で非標準とした項目に関しても、ＩＴＵ－Ｔ勧告との関連等の内容の明確化のため、こ

れが非標準ということを注記した上で、本文にはそのまま記述している。 

  (3)  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０において定義されているＩＳＤＮサービス方法論に従い、各付加サー

ビスの定義に関しては標準ＪＴ－Ｉ２５０シリーズ（ステージ１）に記述され、各付加サービスの

網と端末の機能分担等に関しては勧告Ｑ．８０シリーズ（ステージ２）に記述されている。 

  (4)  本文中に記述されている他の付加サービスとの相互作用に関して、現時点では標準となっていな

い付加サービスに対しても記述しているが、その記述はその付加サービスが標準となる時点で記述

追加・変更される可能性があるため注意が必要である。 

〔個別付加サービス事項〕 

  (1)  課金情報通知付加サービス（ＡＯＣ） 

 な し 

  (2)  着信課金付加サービス（ＲＥＶ） 

 な し 

 

６．その他 

  (l)  参照する主な勧告、標準等 

   (ⅰ) ＴＴＣ標準 

ＪＴ－Ｑ９３１、ＪＴ－Ｑ９３２、ＪＴ－Ｑ９５０、ＪＴ－Ｉ２５６〔Ⅲ〕 

   (ⅱ) ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｑ．９５６．３、Ｑ．８６．３ 
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表１－１　〔Ⅱ〕課金情報通知（ＡＯＣ）オプション項目一覧

項

番

項    目

（本文該当箇所）

選  択  肢 選択肢

の関係

提供 / 選択

するサイド

選択条件

および備考

１ ＡＯＣ－Ｓ付加サービスの

契約 オ プシ ョ ンの 提 供

(6.1)

①提供する

②提供しない

Ａ 網

２ ＡＯＣ－Ｄ付加サービスの

契約 オ プシ ョ ンの 提 供

(6.1)

①提供する

②提供しない

Ａ 網

３ ＡＯＣ－Ｅ付加サービスの

契約 オ プシ ョ ンの 提 供

(6.1)

①提供する

②提供しない

Ａ 網

４ ＡＯＣ－Ｓ付加サービスの

契約オプション種別

(6.1)(9.1.1)

①全ての呼に対して

②呼毎の要求により

Ａ ユーザ 項番１で提供

するとした場

合。

５ ＡＯＣ－Ｄ付加サービスの

契約オプション種別

(6.1)(9.1.1)

①全ての呼に対して

②呼毎の要求により

Ａ ユーザ 項番２で提供

するとした場

合。

６ ＡＯＣ－Ｅ付加サービスの

契約オプション種別

(6.1)(9.1.1)

①全ての呼に対して

②呼毎の要求により

Ａ ユーザ 項番３で提供

するとした場

合。

７ 中断呼の課金情報の保持

(6.2)

①保持しない

②保持する

Ｅ

Ｏ

網

８ ＡＯＣ－Ｄ付加サービス提

供時の課金情報単位

(9.2.2.1)(9.2.3.1)

①金額単位

②度数単位

Ａ 網

９ ＡＯＣ－Ｅ付加サービス提

供時の課金情報単位

(9.2.3.1)(9.2.4.1)

①金額単位

②度数単位

Ａ 網

１０ イクスプリシットコールト

ランスファにより転送され

た呼の解放時、サービス対

象ユーザに対する課金情報

の送信         (12.2.1.1.1)

①送信しない

②送信する

Ｅ

Ｏ

網

１１ イクスプリシットコールト

ラン ス ファ の 起動 時 に

chargingAssociation を含ん

だ IdentificationOfCharge イ

ンボークコンポーネントの

送信

(12.2.1.1.1)

①送信しない

②送信する

Ｅ

Ｏ

ユーザ 項番１０で送

信するとした

場合。
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１２ イクスプリシットコールト

ランスファにより転送され

た呼の解放時、サービス対

象ユーザに対する課金識別

子の送信       (12.2.1.1.1)

①送信しない

②送信する

Ｅ

Ｏ

網 項番１０で送

信するとした

場合。

１３ 着信転送により転送された

呼の解放時、サービス対象

ユーザに対する課金情報の

送信

(12.10.1)(12.10.2)(12.10.3)

(12.10.4)

①送信しない

②送信する

Ｅ

Ｏ

網

１４ 着 信 転 送 の 起 動 時 に

chargingAssociation を含ん

だ IdentificationOfCharge イ

ンボークコンポーネントの

送信

(12.10.1)(12.10.2)(12.10.3)

(12.10.4)

①送信しない

②送信する

Ｅ

Ｏ

ユーザ 項番１３で送

信するとした

場合。

１５ 着信転送により転送された

呼の解放時、サービス対象

ユーザに対する課金識別子

の 送 信

(12.10.1)(12.10.2)

(12.10.3)(12.10.4)

①送信しない

②送信する

Ｅ

Ｏ

網 項番１３で送

信するとした

場合。

１６ 会議ブリッジ使用の課金表

示 オ プ シ ョ ン

(12.12.1.1)

①提供しない

②提供する

Ｅ

Ｏ

網

１７ 端末移動による呼の中断時

の課金情報の送信

(12.18.1.1.1)(図 I.9)

①送信しない

②送信する

Ｅ

Ｏ

網

１８ 端末移動による呼の再開時

の課金情報の送信

(12.18.1.2.1) (図 I.10)

①送信しない

②送信する

Ｅ

Ｏ

網

１９ 網が中断呼を再開できない

場合の課金情報の送信

(12.18.1.2.1) (図 I.11)

①送信しない

②送信する

Ｅ

Ｏ

網

２０ 着信課金対象の呼の解放

時、着信ユーザに対する課

金情報識別子の送信

(12.21.2.1.2)(12.21.2.2.2)

(12.21.2.3.2)(12.21.3.1.2)

(12.21.3.2.2)(12.21.3.3.2)

①送信しない

②送信する

Ｅ

Ｏ

網
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※選択肢の関係 Ｅ：必須 Ｏ：オプション Ａ：１つ又は複数を選択

Ｓ：付加サービスに依存して 1 つ又は複数を選択

表１－２　〔Ⅲ〕着信課金（ＲＥＶ）オプション項目一覧

項

番

項　　　　目

（本文該当箇所）

選　　択　　肢

選択

肢の

関係

提供／

選択する

サイド

選択条件及び備考

１

提供するサービス形態

            (1, 6.1)

①ケースＡ

②ケースＢ

③ケースＣ

④ケースＤ

Ａ 網 複数選択も可

２

ケースＤを適用するサービ

ス

       (5,9.2.4.1.2)

①全ての呼

②あらかじめ決められた

  基本サービスのみ

Ａ 端末

（ﾕｰｻﾞ）

加入契約で選択

３

ケース A/B/C に関するサ

ービス提供形態

               (6.1)

①着信ユーザの加入契約

  による提供

②一般的に提供（契約不

  要）

Ａ 網

４

ISDN 番号をﾍﾞｰｽにした着

信課金ｻｰﾋﾞｽの提供

               (6.1)

①提供しない

②提供する

Ｅ

Ｏ 網

５

着信課金中における、ｹｰｽ

Ｂ要求拒否に付加する情報

(9.2.2.1.2,9.2.2.2.2,12.21.2)

①着信課金通知表示を含

  めない

②着信課金通知表示を含

  む

Ｅ

Ｏ

網

６

着信課金中における、ｹｰｽ

Ｃ要求拒否に付加する情報

   (9.2.3.2,12.21.3)

①着信課金通知表示を含

  めない

②着信課金通知表示を含

  む

Ｅ

Ｏ

網
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［Ⅱ］ 課金情報通知（ＡＯＣ）

１．規定

本標準は、ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．１（ＤＳＳ１）を用いる、Ｔ参照点またはＳ／Ｔ一致参

照点（標準ＪＴ－Ｉ４１１［１］で定義されている）におけるサービス総合ディジタル網（ＩＳＤＮ）に

おける課金情報通知（ＡＯＣ）付加サービスのステージ３記述を規定している。ステージ３は、テレコミ

ュニケーションサービス（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０［２］）をサポートするために必要とされるプロト

コル手順と交換機能を規定している。

付け加えて本標準は、私設ＩＳＤＮを経由してユーザにサービスが提供される場合、そのＴ参照点のプ

ロトコル要求条件を規定している。

本標準は、ＩＳＤＮでないテレコミュニケーションネットワークを経由してユーザにサービスが提供さ

れる場合のプロトコル要求条件は、付加的には規定しない。

ＡＯＣ付加サービスは、サービス対象ユーザへの使用量に応じた課金情報の通知を可能にする。ＡＯＣ

付加サービスは、あらゆる場合において正しいと考えられる網内での課金計測に置き換わることを意味す

るものではない。

ＡＯＣ付加サービスには以下のサービスがある：

ａ）呼設定時の課金情報通知（ＡＯＣ－Ｓ）

ＡＯＣ－Ｓ付加サービスは、ユーザが呼設定時に課金レートについての情報を受け取り、ま

た課金レートの変更がある場合は、呼の通信中にさらに情報を受け取ることを可能にする。

ｂ）通信中の課金情報通知（ＡＯＣ－Ｄ）

ＡＯＣ－Ｄ付加サービスは、ユーザが通信中フェーズ期間の呼に対する課金記録の情報を受

け取ることを可能にする。

ｃ）呼終了時の課金情報通知（ＡＯＣ－Ｅ）

ＡＯＣ－Ｅ付加サービスは、ユーザが呼終了時に呼に対する課金記録の情報を受け取ること

を可能にする。

ＡＯＣ付加サービスは、すべての回線交換テレコミュニケーションサービスに適用される。

本標準の将来のパートでは、この標準への適合性を特定するために必要な試験方法を規定する。

本標準は、ＡＯＣ付加サービスをサポートし、公衆ＩＳＤＮへのアクセスで使用されるＴ参照点または

Ｓ／Ｔ一致参照点のいずれかのサイドに接続される装置に対して適用される。

２．参考文献

以下のＴＴＣ標準およびＩＴＵ－Ｔ勧告とその他の参考文献は、本標準中で参照されることにより本標

準の規定の一部を構成する。ここでは、本標準が制定された時点での有効な版数を示しているが、全ての
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標準や勧告および参考文献は改訂されうる。そのため、本標準の利用者は、以下に示した標準や勧告およ

び参考文献の最新版が適用できるかどうか調査すべきである。現在の有効なＴＴＣ標準およびＩＴＵ－Ｔ

勧告の一覧は定期的に出版されている。

［１］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１－“ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース規定点及びインタフェース構

造”

［２］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０－“Method for the characterization of telecommunication services

supported by an ISDN and network capabilities of an ISDN”

［３］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２－“Vocabulary of terms for ISDNs”

［４］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１－“ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース　レイヤ３仕様”

［５］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３２－“ＩＳＤＮ付加サービス制御手順の共通原則”

［６］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８－“Specification of Abstract Syntax Notation One (ASN.1)”

［７］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９－“Remote operations: Model, notation and service definition”

［８］ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９５２－“ＤＳＳ１を利用する呼提供付加サービスに対するステージ３サー

ビス記述　－　着信転送付加サービス”

［９］ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｚ．１００－“CCITT specification and description language (SDL)”

３．定義

本標準の目的のため、以下の定義を適用する。

3.1　サービス；テレコミュニケーションサービス

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２［３］の２．２節の定義２０１参照。

3.2　サービス対象ユーザ

サービス対象ユーザは、特定のＩＳＤＮ番号を持ち、（すべての呼に対して、または要求によって）課

金情報の提供を要求するユーザである。

3.3　基本通信

この課金項目は、着信ユーザへの接続に対して適用されるレートを示す。

3.4　呼制御メッセージ

標準ＪＴ－Ｑ９３１［４］の３．１節で定義されるように、送信時あるいは受信時に、網またはユーザ

のいずれかの呼状態の変更を引き起こすメッセージ。

3.5　発呼

この課金項目は、着信ユーザに送られたが、着信ユーザがまだ呼に応答していない呼に対して適用され

る料金を示す。

3.6　呼設定

この課金項目は、着信ユーザが呼に応答した時に着信ユーザへの接続に対して適用される料金を示す。

3.7　網

ユーザ・網インタフェースにおける網側のＤＳＳ１プロトコルエンティティ。
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3.8　特別課金契約

この課金項目は、呼の料金を計算するにあたって特別課金契約が存在するということを示す。

注－この課金項目の使用は、この標準の範囲外であり、網およびそれを送られるユーザの問題である。

3.9　ユーザ・ユーザ情報転送

この課金項目は、ユーザ・ユーザ情報の転送に適用されるレートを示す。

3.10　課金識別子

課金識別子の要素は、関連する課金が、その示された状況（例えば、サービス対象ユーザのアクセスに

て着信転送された呼）に対するものであることをサービス対象ユーザに通知する。

3.11　課金記録

この情報は、呼に対して課せらる度数単位または金額単位の数を示す。

3.12　定額制

この特定のレートはイベント毎に固定の料金であることを示す。

3.13　特別課金コード

この特定のコードは、呼の料金を決定するために用いられる課金アルゴリズムを特定することができる

レートを示す。

3.14　課金情報

課金関連の情報（すなわち、呼に対する課金レート情報、特別課金レート、あるいは課金記録）を示す、

インボークコンポーネントまたはリターンリザルトコンポーネントでユーザに送られる情報。インボーク、

リターンリザルト、およびリターンエラーコンポーネントは標準ＪＴ－Ｑ９３２［５］で定義される。

3.15　特別サービスまたは付加サービスの動作

この課金項目は、特別サービスあるいは要求された付加サービスの動作に対して適用される料金を示す。

3.16　ユーザ

ユーザ・網インタフェースにおけるユーザ側のＤＳＳ１プロトコルエンティティ。

3.17　呼のローカルな相互作用

ローカルな相互作用が単一の呼の上で存在する、すなわち同一の呼に対して両方の付加サービスがイン

ボークされている。

４．略語

本標準において、次の省略形が使用される。

ＡＯＣ（Advice Of Charge） 課金情報通知

ＡＯＣ－Ｓ（AOC at call set-up time） 呼設定時の課金情報通知

ＡＯＣ－Ｄ（AOC during the call） 通信中の課金情報通知
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ＡＯＣ－Ｅ（AOC at the end of the call） 呼終了時の課金情報通知

ＡＳＮ．１（Abstract Syntax Notation One） 抽象構文記法１

ＤＳＳ１（Digital Subscriber Signalling System No.1） ディジタル加入者線信号方式Ｎ

ｏ．１

ＩＳＤＮ（Integrated Services Digital Network） サービス総合ディジタル網

ＰＳＴＮ（Public Switched Telephone Network） 公衆交換電話網

５．説明

サービス対象ユーザの契約に依存して、どの３つのサービスの課金情報も、以下のいずれかに対して提

供される：

－ すべての呼に対して；あるいは

－ 課金情報提供をユーザが要求した後の任意の呼に対して

与えられる課金情報は、ユーザが接続される網上で課せられる課金に関するものとなる。

テレサービスとして定義されていない高レイヤプロトコルを使用したアプリケーションに対する課金は、

規定されたベアラサービスに基づいたものとなる。

5.1　呼設定時の課金情報

ＡＯＣ－Ｓ付加サービスが活性化されると、網は呼設定時に課金レートに関する情報をユーザに提供す

る。さらに、通信中に課金レートの変更が起こった場合、網はサービス対象ユーザに通知する。

網は、呼設定中、あるいは呼コネクションの最新時点にて課金情報を提供する。課金レートに変更があ

ったときは、網はサービス対象ユーザに新しい課金レートについての情報を送信する。

5.2　通信中の課金情報

ＡＯＣ－Ｄ付加サービスが活性化されると、網は呼通信中フェーズ期間の呼に対する課金情報をユーザ

に提供する。網は課金情報を提供し、サービス対象ユーザに適切なメッセージにてそれを転送する。供給

される課金情報は、その呼のそれまでに課せられた累積課金（すなわち、呼の開始から課金情報がサービ

ス対象ユーザに送られる瞬間までの課金）として提供される。

呼が解放される時、網は、呼を切断復旧する呼制御メッセージの１つで、サービス対象ユーザに呼の課

金記録を送る。

呼がサービス対象ユーザにとって無料ならば、網は、サービス対象ユーザに送られる最初のメッセージ

にて無料表示を送る。網は、通信中にそれ以上の課金情報を送信しない。呼が解放される時、網は、呼を

切断復旧する呼制御メッセージにて課金量（ゼロ）を送信する。

5.3　呼終了時の課金情報

ＡＯＣ－Ｅ付加サービスが活性化されると、網は、呼が解放される時、呼に対する課金記録を示す課金

情報をサービス対象ユーザに提供する。網は、呼を切断復旧する呼制御メッセージの１つで、サービス対
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象ユーザに課金情報を送る。

６．動作上の要求条件

6.1　サービス提供／取り消し

これらの付加サービスは、個々にサービス提供者との契約により提供されるか、または契約なしで利用

可能である。サービスは、加入者の要求、またはサービス提供者の理由により取消される。

ＡＯＣ付加サービスのそれぞれに、表１に示す契約オプションがある。

表１／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

（ITU-T Q.956.2）

課金情報通知の契約オプション

契約オプション 値

サービスの提供 １）全ての呼に対して

２）呼毎の要求により

6.2　発側網での要求条件

発側網は、呼に関連し、示される課金情報の種別を利用可能にさせる。

発側網は、サービスの要求条件に従い適切な課金情報を組み立てて、ユーザへ送信する。

注－課金情報は、本標準の手順に従いユーザへ情報を提供するために、発側網で生成されるか、あるい

はそれ以外の場所で生成され発側網へ送信され得る。

課金項目がその呼に適用される課金に関する情報を含む場合には、網は、その課金項目のみ含める。

網は、その網の課金機構に適切な課金項目のみを使用する。従って、ある網では、課金項目のいくつか、

または課金項目の組み合わせを送信しても良い（しかし、そうする必要はない）。異なる網では、それぞ

れ異なる方法によって、同一の呼についての情報を与えられる。

サービス対象ユーザが呼を中断する場合には、網オプションとして、発側網はサービス対象ユーザの中

断呼を認識している限り、その中断呼の課金情報を保持する。

6.3　着側網での要求条件

規定されない。

７．コーディング上の要求条件

7.1　概要

網がサービス対象ユーザへ送信する課金情報は、多くの情報単位から成り立ち得る。転送される情報は、

ステージ１サービス記述で規定される。
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7.2　ファシリティ情報要素のコーディング

表２は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８［６］で規定される抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）および、ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｘ．２１９［７］図４で定義されるＯＰＥＲＡＴＩＯＮおよびＥＲＲＯＲマクロを使用した、Ａ

ＯＣ付加サービスのために必要となるオペレーションおよびエラーの定義を示す。

表２／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

（ITU-T Q.956.2）

ＡＯＣ情報の抽象構文記法１（ＡＳＮ．１）記述

Advice-of-Charge-Operations { ccitt recommendation q 956 advice-of-charge (2) operations-and-errors (1) }

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::=

BEGIN

IMPORTS OPERATION, ERROR

FROM Remote-Operation-Notation

{ joint-iso-ccitt remote-operations(4)notation(0) }

userNotSubscribed, notAvailable, invalidCallState,

supplementaryServiceInteractionNotAllowed

FROM General-Error-List

{ ccitt recommendation q 950 general-error-list (1) }

PartyNumber

FROM Addressing-Data-Elements

{ ccitt recommendation q 932 addressing-data-elements (7) };

EXPORTS ChargingRequest, AOCSCurrency, AOCSSpecialArr, AOCDCurrency,

AOCDChargingUnit, AOCECurrency, AOCEChargingUnit,

NoChargingInfoAvailable, IdentificationOfCharge;

ChargingRequest ::= OPERATION

ARGUMENT ChargingCase

RESULT CHOICE { AOCSCurrencyInfoList, AOCSSpecialArrInfo, chargingInfoFollows NULL }

ERRORS { userNotSubscribed, notAvailable, invalidCallState, NoChargingInfoAvailable }

AOCSCurrency ::= OPERATION --　金額単位を示すAOC-S

ARGUMENT CHOICE { chargeNotAvailable NULL, AOCSCurrencyInfoList }

AOCSSpecialArr ::= OPERATION --　　　　特別課金契約のためのAOC-S

ARGUMENT CHOICE { chargeNotAvailable NULL, AOCSSpecialArrInfo }

AOCDCurrency ::= OPERATION --　金額単位を示すAOC-D

ARGUMENT CHOICE { chargeNotAvailable NULL, AOCDCurrencyInfo }

AOCDChargingUnit ::= OPERATION --　課金単位を示すAOC-D

ARGUMENT CHOICE { chargeNotAvailable NULL, AOCDChargingUnitInfo }

AOCECurrency ::= OPERATION --　金額単位を示すAOC-E
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ARGUMENT CHOICE { chargeNotAvailable NULL, AOCECurrencyInfo }

AOCEChargingUnit ::= OPERATION --　課金単位を示すAOC-E

ARGUMENT CHOICE { chargeNotAvailable NULL, AOCEChargingUnitInfo }

IdentificationOfCharge ::= OPERATION

ARGUMENT ChargingAssociation

ERRORS { userNotSubscribed, notAvailable,

supplementaryServiceInteractionNotAllowed }

ChargingCase ::= ENUMERATED { chargingInformationAtCallSetup (0),

chargingDuringACall (1), chargingAtTheEndOfACall (2) }

AOCSCurrencyInfoList ::= SEQUENCE SIZE (1..10) OF AOCSCurrencyInfo

AOCSCurrencyInfo ::= SEQUENCE {

chargedItem ChargedItem,

CHOICE {

specificCurrency CHOICE {

durationCurrency [1] DurationCurrency,

flatRateCurrency [2] FlatRateCurrency,

volumeRateCurrency [3] VolumeRateCurrency },

specialChargingCode SpecialChargingCode,

freeOfCharge [4] NULL,

currencyInfoNotAvailable [5] NULL } }

AOCSSpecialArrInfo ::= INTEGER (1..10)

ChargedItem ::= ENUMERATED { basicCommunication (0), callAttempt (1),

callSetup (2), userToUserInfo (3),

operationOfSupplementaryServ (4) }

DurationCurrency ::= SEQUENCE {

dCurrency [1] Currency,

dAmount [2] Amount,

dChargingType [3] ChargingType,

dTime [4] Time,

dGranularity [5] Time OPTIONAL }

FlatRateCurrency ::= SEQUENCE {

fRCurrency [1] Currency,

fRAmount [2] Amount }

VolumeRateCurrency ::= SEQUENCE {

vRCurrency [1] Currency,

vRAmount [2] Amount,

vRVolumeUnit [3] VolumeUnit }

SpecialChargingCode ::= INTEGER (1..10)

AOCDCurrencyInfo ::= CHOICE {

specificCurrency SEQUENCE {
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recordedCurrency [1] RecordedCurrency,

typeOfChargingInfo [2] TypeOfChargingInfo,

aOCDBillingId [3] AOCDBillingId OPTIONAL},

freeOfCharge [1] NULL }

AOCDChargingUnitInfo ::=CHOICE {

specificChargingUnits SEQUENCE {

recordedUnitsList [1] RecordedUnitsList,

typeOfChargingInfo [2] TypeOfChargingInfo,

aOCDBillingId [3] AOCDBillingId OPTIONAL},

freeOfCharge [1] NULL }

RecordedCurrency ::= SEQUENCE {

rCurrency [1] Currency,

rAmount [2] Amount }

RecordedUnitsList ::= SEQUENCE SIZE (1..32) OF RecordedUnits

TypeOfChargingInfo ::= ENUMERATED { subTotal (0), total (1) }

RecordedUnits ::= SEQUENCE {

CHOICE {

recordedNumberOfUnits NumberOfUnits,

notAvailable NULL},

recordedTypeOfUnits TypeOfUnit OPTIONAL }

AOCDBillingId ::= ENUMERATED { normalCharging (0),

reverseCharging (1), creditCardCharging (2) }

AOCECurrencyInfo ::= SEQUENCE {

CHOICE {

specificCurrency SEQUENCE {

recordedCurrency [1] RecordedCurrency,

aOCEBillingId [2] AOCEBillingId OPTIONAL},

freeOfCharge [1] NULL },

chargingAssociation ChargingAssociation OPTIONAL}

AOCEChargingUnitInfo ::=SEQUENCE {

CHOICE {

specificChargingUnits SEQUENCE {

recordedUnitsList [1] RecordedUnitsList,

aOCEBillingId [2] AOCEBillingId OPTIONAL},

freeOfCharge [1] NULL },

chargingAssociation ChargingAssociation OPTIONAL}

AOCEBillingId ::= ENUMERATED {

normalCharging (0),

reverseCharging (1),

creditCardCharging (2),

callForwardingUnconditional (3),

callForwardingBusy (4),

callForwardingNoReply (5),
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callDeflection (6),

callTransfer (7) }

ChargingAssociation ::= CHOICE {

chargedNumber [0] EXPLICIT PartyNumber,

chargeIdentifier ChargeIdentifier}

ChargeIdentifier ::= INTEGER (0..16777215)

Currency ::= IA5String (SIZE (1..10))

Amount ::= SEQUENCE {

currencyAmount [1] CurrencyAmount,

multiplier [2] Multiplier }

CurrencyAmount ::= INTEGER (0..16777215)

Multiplier ::= ENUMERATED { oneThousandth (0), oneHundredth (1), oneTenth (2),

one (3), ten (4), hundred (5), thousand (6) }

Time ::= SEQUENCE {

lengthOfTimeUnit [1] LengthOfTimeUnit,

scale [2] Scale }

LengthOfTimeUnit ::= INTEGER (0..16777215)

Scale ::= ENUMERATED { oneHundrethSecond (0), oneTenthSecond (1),

oneSecond (2), tenSeconds (3), oneMinute (4), oneHour (5),

twentyFourHours (6) }

VolumeUnit ::= ENUMERATED { octet (0), segment (1), message (2) }

TypeOfUnit ::= INTEGER (1..16)

NumberOfUnits ::= INTEGER (0..16777215)

ChargingType ::= ENUMERATED { continuousCharging (0), stepFunction (1) }

NoChargingInfoAvailable ::= ERROR

noChargingInfoAvailable NoChargingInfoAvailable ::= localValue 26

chargingRequest ChargingRequest ::= localValue 30

aOCSCurrency AOCSCurrency ::= localValue 31

aOCSSpecialArr AOCSSpecialArr ::= localValue 32

aOCDCurrency AOCDCurrency ::= localValue 33

aOCDChargingUnit AOCDChargingUnit ::= localValue 34

aOCECurrency AOCECurrency ::= localValue 35

aOCEChargingUnit AOCEChargingUnit ::= localValue 36

identificationOfCharge IdentificationOfCharge ::= localValue 37

END --　課金情報通知オペレーションの終了　課金情報通知オペレーションの終了　課金情報通知オペレーションの終了　課金情報通知オペレーションの終了
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８．状態定義

以下の状態はユーザのために定義される。

ＡＯＣ空ＡＯＣ空ＡＯＣ空ＡＯＣ空[[[[AOC Idle]]]]:　ＡＯＣ付加サービスが活性化されていない状態。

ＡＯＣ要求ＡＯＣ要求ＡＯＣ要求ＡＯＣ要求[[[[AOC Request]]]]:　ユーザが網に対しＡＯＣ要求を送出し、応答を待っている状態。（注参

照）

ＡＯＣ活性ＡＯＣ活性ＡＯＣ活性ＡＯＣ活性[[[[AOC Active]]]]:　ＡＯＣ付加サービスがユーザによって呼毎に活性化されている状態。（注参

照）

ＴＴＣ注－ユーザ側の状態定義に関してＩＴＵ－Ｔ勧告ではＡＯＣ空の定義が不足しているため追加し

た。

以下の状態は網側のために定義される。

ＡＯＣ空ＡＯＣ空ＡＯＣ空ＡＯＣ空[[[[AOC Idle]]]]:　ＡＯＣ付加サービスが活性化されていない状態。

ＡＯＣ－Ｓ活性ＡＯＣ－Ｓ活性ＡＯＣ－Ｓ活性ＡＯＣ－Ｓ活性[[[[AOC-S Activated]]]]:　呼毎、あるいは全ての呼に対してＡＯＣ－Ｓ付加サービスが活性化

されている状態。

ＡＯＣ－Ｄ活性ＡＯＣ－Ｄ活性ＡＯＣ－Ｄ活性ＡＯＣ－Ｄ活性[[[[AOC-D Activated]]]]:　呼毎、あるいは全ての呼に対してＡＯＣ－Ｄ付加サービスが活性

化されている状態。

ＡＯＣ－Ｅ活性ＡＯＣ－Ｅ活性ＡＯＣ－Ｅ活性ＡＯＣ－Ｅ活性[[[[AOC-E Activated]]]]:　呼毎、あるいは全ての呼に対してＡＯＣ－Ｅ付加サービスが活性

化されている状態。

ＡＯＣ－Ｓ空ＡＯＣ－Ｓ空ＡＯＣ－Ｓ空ＡＯＣ－Ｓ空[[[[AOC-S Idle]]]]:　網がサービス対象ユーザへＡＯＣ－Ｓ課金情報を送出した状態。これは課

金レートの変更、基本呼の中断の発生、あるいは呼の切断復旧、の「待ち」状態である。

ＡＯＣ－Ｓ中断ＡＯＣ－Ｓ中断ＡＯＣ－Ｓ中断ＡＯＣ－Ｓ中断[[[[AOC-S Suspended]]]]:　ＡＯＣ－Ｓ付加サービスが活性化され、かつ、サービス対象ユー

ザから端末移動付加サービスをこの呼のために要求された状態。

ＡＯＣ－Ｄ中断ＡＯＣ－Ｄ中断ＡＯＣ－Ｄ中断ＡＯＣ－Ｄ中断[[[[AOC-D Suspended]]]]:　ＡＯＣ－Ｄ付加サービスが活性化され、かつ、サービス対象ユー

ザから端末移動付加サービスをこの呼のために要求された状態。

ＡＯＣ－Ｅ中断ＡＯＣ－Ｅ中断ＡＯＣ－Ｅ中断ＡＯＣ－Ｅ中断[[[[AOC-E Suspended]]]]:　ＡＯＣ－Ｅ付加サービスが活性化され、かつ、サービス対象ユー

ザから端末移動付加サービスをこの呼のために要求された状態。

注－これらの状態は、ＡＯＣ付加サービスのそれぞれのインスタンスに対して存在する。
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９．Ｓ／Ｔ一致参照点における信号手順

9.1　活性／非活性／登録

9.1.1　通常動作

これらの付加サービスは呼毎に、あるいは、全ての呼に対して活性化される。呼毎での活性化は、その

呼の生起中のみの活性化である。

ＡＯＣ付加サービスが全ての呼に対して契約されている場合、サービス活性化のための信号手順は定義

されない。網は個々の呼設定時に、契約されているＡＯＣ付加サービスを自動的に活性化する。

ＡＯＣ付加サービスを活性化するために、ユーザは ChargingRequest インボークコンポーネントを含む

ファシリティ情報要素を「呼設定」（SETUP）メッセージに含める。ChargingRequest インボークコンポー

ネントはＡＯＣ付加サービスが活性化されることを示す。それぞれのＡＯＣ付加サービスは独立して活性

化される。従って１つ、２つあるいは３つの活性化が同じ「呼設定」（SETUP）メッセージで起こり得る。

網は要求されたＡＯＣ付加サービス（たとえばサービス対象ユーザは、情報を要求することが認められ

る）を活性化する場合、網は呼制御メッセージ（つまり「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）、

「呼設定受付」（CALL PROCEEDING）、「経過表示」（PROGRESS）、「呼出」（ALERTING）あるい

は「応答」（CONNECT）メッセージのいずれか適切なもの）のファシリティ情報要素内の

ChargingRequest リターンリザルトコンポーネントを返すことにより要求を認める。あるいは、情報が送ら

れる時に、網は呼制御メッセージが利用可能でなければ ChargingRequest リターンリザルトコンポーネン

トを伝達するために、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを使用することが可能である。

ユーザがＡＯＣ－Ｓ付加サービスを要求しており、活性化要求が網によって受け入れられた場合、９．

２．１．１節の手順に従う。

ユーザがＡＯＣ－ＤあるいはＡＯＣ－Ｅ付加サービスを要求しており、活性化要求が網によって受け入

れられた場合、網は、ユーザへ“chargingInfoFollows”を示す ChargingRequest リターンリザルトコンポー

ネントを送出する。

ユーザは正しくコード化された ChargingRequest リターンリザルトコンポーネントを受信した場合、ユ

ーザは提供される情報を受け入れ、網へは応答しない。

ＡＯＣ付加サービス登録のための信号手順は定義されない。

9.1.2 例外手順

以下の例外的な手順を適用する。

ａ） ＡＯＣ付加サービスが全ての呼に対して活性化され、網が課金情報を提供することができない

場合、網は情報が利用可能ではないことが確定した時点で、“chargeNotAvailable”を示す

AOCSCurrency、AOCSSpecialArr、AOCDCurrency、AOCDChargingUnit、AOCECurrency あるいは

AOCEChargingUnit インボークコンポーネントを含んだファシリティ情報要素をユーザに送出し、

通常の呼制御手順を継続する。
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ｂ） ユ ー ザ が 正 し く コ ー ド 化 さ れ た AOCSCurrency 、 AOCSSpecialArr 、 AOCDCurrency 、

AOCDChargingUnit、AOCECurrency あるいは AOCEChargingUnit インボークコンポーネントを受

信した場合、ユーザは提供される情報を受け入れ、網へは応答しない。

ｃ） ＡＯＣ付加サービスが呼毎に要求され、網が課金情報を提供することができない場合、網は

ChargingRequest リターンエラーコンポーネントを含むファシリティ情報要素を、呼制御メッセ

ージか「ファシリティ」（FACILITY）メッセージに含め、基本呼を継続する。ChargingRequest

リターンエラーコンポーネントは以下のいずれか適切な方を示す。

１）一般的なエラーリストからのエラーのうちの１つ

２）“NoChargingInfoAvailable”

“NoChargingInfoAvailable”値は、サービス対象ユーザは正常に課金情報を受信できるかもしれ

ないが、この場合、情報がサービス対象ユーザへ送られることが不可能であることを示す。

ｄ） 網は「呼設定」（SETUP）メッセージ以外のメッセージ中でいくつかのＡＯＣ付加サービス要

求を受信し、ｃ）に当てはまらない場合、網は“invalidCallState”を示す ChargingRequest リタ

ーンエラーコンポーネントをユーザに送出する。

ｅ） ユーザが網から ChargingRequest リターンエラーコンポーネントを受信した場合、ユーザはそれ

以上のプロトコル動作を行わない。しかしながら、ユーザは通常の呼制御手順を継続する。

ｆ） ユーザあるいは網がリジェクトコンポーネントを受信した場合、プロトコル動作は行われない。

ｇ） ユーザが ChargingRequest インボークコンポーネントに対する応答を受信せず、AOCSCurrency、

AOCSSpecialArr 、 AOCDCurrency 、 AOCDChargingUnit 、 AOCECurrency あ る い は

AOCEChargingUnit インボークコンポーネントを続けて受信した場合、ユーザはこのコンポーネ

ントを無視する。

ｈ） ユーザが ChargingRequest インボークコンポーネントに対する応答として ChargingRequest リタ

ーンエラーコンポーネントあるいはリジェクトコンポーネントを受信し、AOCSCurrency、

AOCSSpecialArr 、 AOCDCurrency 、 AOCDChargingUnit 、 AOCECurrency あ る い は

AOCEChargingUnit を続いて受信した場合、ユーザは提供される情報を受け入れ、網へは応答し

ない。

ｉ） ユーザが、全ての呼に対して活性化されているＡＯＣ付加サービスを呼毎に要求した場合、網

は９．１．１節に規定されるような要求を認める。しかしながら、網は、活性化されたそれぞ

れのＡＯＣ付加サービスの１つの結果として課金情報を送出するのみである。

9.2　起動と動作

以降の節では、課金情報の転送のための手順が与えられる。
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課金情報の転送は以下の場合に起こり得る。

－ 呼設定フェーズ中（ＡＯＣ－Ｓ付加サービス）

－ 呼の通信中状態（ＡＯＣ－ＳおよびＡＯＣ－Ｄ付加サービス）

－ 呼切断復旧フェーズ中（ＡＯＣ－Ｓ、ＡＯＣ－ＤおよびＡＯＣ－Ｅ付加サービス）

－ ユーザ・網インターフェースのベアラと独立して（ＡＯＣ－Ｅ付加サービス）

注－インボークコンポーネントでの課金情報の転送は、オペレーションクラス５に従って行われる。

オペレーションクラス５は、インボークコンポーネントの応答として、リターンリザルトコン

ポーネントもリターンエラーコンポーネントも受信されないであろうことを意味している。こ

のオペレーションクラスを使用するということは、インボークコンポーネントでの情報送出は

確認型サービスでないということである。

9.2.1　呼設定フェーズ中の課金情報の転送

9.2.1.1　通常動作

ＡＯＣ－Ｓ付加サービスでは、付加サービスの活性化および起動が同時に実行される。つまり活性化は

付加サービスの活性化と起動の両方として機能する。

ＡＯＣ－Ｓ付加サービスでは、網は、金額単位、あるいは特別課金契約のいずれかで課金情報を与える。

注－ＡＯＣ－Ｓ付加サービスに対して時間従量制を示すために記述されたパラメータは、度数単位と同

様に継続課金に対しても解決法を提供している。継続課金方式、またはステップ課金方式に適応す

る様にパラメータ値を規定するのは網の責任である。

サービス対象ユーザにＡＯＣ－Ｓ付加サービス情報を送信する場合、網は、呼設定時にユーザによって

要求された特定サービスに対してのみ、関連する課金レート情報を含める。

網が呼設定フェーズにおいてサービス対象ユーザへ課金情報を送る場合、網は、ユーザへ送られる呼制

御メッセージ（つまり「呼設定確認」（ SETUP ACKNOWLEDGE）、「呼設定受付」（ CALL

PROCEEDING ）、「経過表示」（ PROGRESS ）、「呼出」（ ALERTING ）あるいは「応答」

（CONNECT）メッセージの適切などれか）にファシリティ情報要素を含める。あるいは、情報が送られ

る時に、呼制御メッセージが利用可能でなければ、網はユーザへ課金情報を送るために、「ファシリテ

ィ」（FACILITY）メッセージを使用することが可能である。

ファシリティ情報要素は、その呼に適用可能な課金レートについての情報を含む。ＡＯＣ－Ｓ付加サー

ビスが呼毎に活性化される場合、ファシリティ情報要素は ChargingRequest リターンリザルトコンポーネ

ントを含む。ＡＯＣ－Ｓ付加サービスが全ての呼に対して活性化される場合、ファシリティ情報要素は

AOCSCurrencyインボークコンポーネントあるいは AOCSSpeciallArr インボークコンポーネントを含む。

この課金情報は、以下のタイプのうちの１つからなる。
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－ AOCSCurrencyInfoList

－ AOCSSpecialArrInfo

ユーザが正しくコード化された ChargingRequest リターンリザルトコンポーネントを受信した場合、ユ

ーザは提供される情報を受け取り、網へは応答しない。

ユーザが正しくコード化された AOCSCurrency あるいは AOCSSpecialArr インボークコンポーネントを受

信した場合、ユーザは提供される情報を受け取り、網へは応答しない。

9.2.1.2　例外手順

課金情報が網において利用可能ではない場合、網はサービス対象ユーザに通知する。呼は通常の呼制御

手順に従って継続することを許される。

ＡＯＣ－Ｓ付加サービスが呼毎に活性化され、課金情報が呼設定時間内に利用可能でない場合、網はユ

ーザへ送られる適切なメッセージ内にファシリティ情報要素を含める。ファシリティ情報要素は、

“NoChargingInfoAvailable”を示す ChargingRequest リターンエラーコンポーネントを含む。

ユーザが正しくコード化された ChargingRequest リターンエラーコンポーネントを受信した場合、ユー

ザはエラーの理由を受け取り、網へは応答しない。

ＡＯＣ－Ｓ付加サービスが全ての呼に対して活性化され、課金情報が呼設定時間内に利用可能でない場

合、網はユーザへ送られる適切なメッセージ内にファシリティ情報要素を含める。ファシリティ情報要素

は、“chargeNotAvailable”を示すインボークコンポーネントを含む。

ユーザが正しくコード化された AOCSCurrency あるいは AOCSSpecialArr インボークコンポーネントを受

信した場合、ユーザは提供される情報を受け取り、網へは応答しない。

網がユーザからリジェクトコンポーネントを受信した場合、網はそれ以上のプロトコル動作を行わない。

通常の呼制御手順は継続する。

9.2.2　通信中状態での課金情報の転送

9.2.2.1　通常動作

ＡＯＣ－Ｄ付加サービスが申し込まれたら、発側網は通信中に課金情報を送出しなければならない。メ

ッセージ送出の頻度は、呼毎で、そして通信中でも異なりうる。

ＡＯＣ－Ｓ付加サービスが申し込まれた場合、もし、その後で課金レートの変更があったら、課金レー

トの変更が発生したことを、網はユーザへ示す必要がある（例えば、ユーザが通信中状態の間に付加サー

ビスを活性化し、これが通信費に影響している場合，変更された課金レートの情報は、付加サービスが活

性化されたときにのみ示すことができる）。

網が通信中状態のサービス対象ユーザに課金情報を転送するとき、網はファシリティ情報要素を含む

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージをユーザへ送出する。ファシリティ情報要素は、インボーク
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コンポーネントに以下の課金情報種別のうちの１つを含む。

ａ） 課金レートの変更が発生し、ＡＯＣ－Ｓ付加サービスが活性化されているときの課金レート。

ｂ） ＡＯＣ－Ｄ付加サービスに対する累積課金情報の対応。網は TypeOfChargingInfo＝“subTotal”

を設定する。

ａ）の場合、網はサービス対象ユーザに、以下の課金情報種別のうちの１つを送出する。

－ AOCSCurrencyインボークコンポーネント中の AOCSCurrencyInfoList

－ AOCSSpecialArr インボークコンポーネント中の AOCSSpecialArrInfo

ＡＯＣ－Ｓ付加サービスに対して、網は、金額単位または、特別課金契約として、課金情報を示す。

注－ＡＯＣ－Ｓ付加サービスに対して時間従量制を示すために記述されたパラメータは、度数単位課金

と同様に継続課金に対しても解決法を提供している。継続課金方式またはステップ課金方式に適す

るようにパラメータ値を規定するのは、網の責任である。

ｂ）の場合、網はサービス対象ユーザに、以下の課金情報種別のうちの１つを送出する。

－ AOCDCurrencyインボークコンポーネント中の AOCDCurrencyInfo

－ AOCDCharging インボークコンポーネント中の AOCDChargingUnitInfo

ＡＯＣ－Ｄ付加サービスが提供されていれば、網は網オプションとして、金額単位または度数単位のど

ちらか一方に基づく課金情報を示す。呼に適用される課金に影響を及ぼす課金項目のみがカバーされる。

ユ ー ザ が 正 し く コ ー ド 化 さ れ た AOCSCurrency ， AOCSSpecialArr ， AOCDCurrency ， ま た は

AOCDChargingUnit インボークコンポーネントを受信した場合、ユーザは提供された情報を受け入れ、そ

して網に応答をしない。

9.2.2.2　例外手順

課金情報が一時的に網において利用可能でない場合、網は通常の呼処理を継続し、そして表示はユーザ

へ送出しない。これは、ＡＯＣ－Ｓ付加サービス、または、ＡＯＣ－Ｄ付加サービスが活性化されている

場合に適用される。

網がユーザからリジェクトコンポーネントを受信した場合、網はそれ以上のプロトコル動作をしない。

通常の呼処理は継続される。

9.2.3 課金情報の転送　呼切断復旧フェーズ

9.2.3.1 通常動作

網が呼切断復旧フェーズにサービス対象ユーザへ課金情報を転送するとき、呼切断復旧を誰が開始する
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かによって、網は「切断」（DISCONNECT）または「解放」（RELEASE）メッセージのどちらかにファ

シリティ情報要素を含める。サービス対象ユーザが、網へ「切断」（DISCONNECT）メッセージを送出す

ることで呼切断復旧を開始する場合、網は、網からサービス対象ユーザへ送出する「解放」

（RELEASE）メッセージに課金情報を含む。リモートユーザまたは網が呼切断復旧を開始する場合、網

は、網からサービス対象ユーザへ送出する「切断」（DISCONNECT）メッセージに課金情報を含む。

双方のこれらのケースにおいて、ＡＯＣ－Ｓ、または、ＡＯＣ－Ｄ、または、ＡＯＣ－Ｅ付加サービス

が活性化されている場合、網は、ファシリティ情報要素の中に、課金情報のインボークコンポーネントを

含める。

ＡＯＣ－Ｓ付加サービスが活性化されている場合、網は以下の課金情報種別のうちの１つを送出するこ

とができる。

－ AOCSCurrencyインボークコンポーネント中の AOCSCurrencyInfoList

－ AOCSSpecialArr インボークコンポーネント中の AOCSSpecialArrInfo

ＡＯＣ－Ｓ付加サービスに対して、網は、金額単位または、特別課金契約として、課金情報を示す。

注－ＡＯＣ－Ｓ付加サービスに対して時間従量制を示すために記述されたパラメータは、度数単位課金

と同様に継続課金に対しても解決法を提供している。継続課金方式またはステップ課金方式に適す

るようにパラメータ値を規定するのは、網の責任である。

ＡＯＣ－Ｄ付加サービスが活性化された場合、網は、以下の課金情報種別のうちの１つを送出する。

－ AOCDCurrencyインボークコンポーネント中の AOCDCurrencyInfo

－ AOCDCharging インボークコンポーネント中の AOCDChargingUnitInfo

加えて、ＡＯＣ－Ｄ付加サービスのために、網は TypeOfChargingInfo＝“total”を設定する。

ＡＯＣ－Ｅ付加サービスが活性化された場合、網は、以下の課金情報種別のうちの１つを送出する。

－ AOCECurrencyインボークコンポーネント中の AOCECurrencyInfo

－ AOCECharging インボークコンポーネント中の AOCEChargingUnitInfo

ＡＯＣ－Ｄ、またはＡＯＣ－Ｅ付加サービスが提供された場合、網は、網オプションとして、金額単位

または度数単位に基づいた課金情報を示す。呼に適用される課金に影響を及ぼす課金項目のみがカバーさ

れる。

ユーザが正しくコード化された AOCSCurrency，AOCSSpecialArr，AOCDCurrency，AOCDChargingUnit，

AOCECurrency または AOCECharging インボークコンポーネントを受信した場合、ユーザは提供された情
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報を受け入れ、そして網に応答をしない。

サービス対象ユーザが網から送出された「切断」（DISCONNECT）メッセージに応答しない場合、網は、

サービス対象ユーザに送出する次の「解放」（RELEASE）メッセージに、前に送出した「切断」

（DISCONNECT）メッセージの課金情報を含める。

サービス対象ユーザが網から送出された「解放」（RELEASE）メッセージに応答しない場合、網は、

再送出する「解放」（RELEASE）メッセージに、最初の「解放」（RELEASE）メッセージに含まれてい

た課金情報を含める。

網が最初の切断メッセージとして、サービス対象ユーザから「解放」（RELEASE）メッセージを受信

した場合、網は、「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ中のファシリティ情報要素で課金情

報を含むインボークコンポーネントを送出する。

9.2.3.2　例外手順

課金情報が網で利用可能でない場合、網は、サービス対象ユーザへ通知し、通常呼処理手順を継続する。

ＡＯＣ付加サービスが活性化されている場合で、

ａ） サービス対象ユーザに送出される課金情報が利用できず、かつ、網が金額単位に基づく課金情

報を提供している場合、網は、“chargeNotAvailable”を示すインボークコンポーネントを含ん

だファシリティ情報要素を適切なメッセージに含めることができる。

ｂ） 課金情報は利用可能であるが完全でなく、網が課金単位に基づいている、または唯一の度数単

位種別に基づいた課金情報を提供している場合、網は、網からサービス対象ユーザに送出され

る切断復旧メッセージのファシリティ情報要素にインボークコンポーネントを含める。インボ

ークコンポーネントは“chargeNotAvailable”を示す。

ｃ） サービス対象ユーザに送出される課金情報が利用できず、かつ、唯一の度数単位種別が使用さ

れている場合、網は、“chargeNotAvailable”を示すインボークコンポーネントを含めたファシ

リティ情報要素を適切なメッセージに含めることができる。または、

ｄ） ２つ以上の度数単位の種別が網で使用されており、課金情報をサービス対象ユーザに送出する

際に、全ての度数単位種別に関連する課金情報種別が利用可能ではない場合、網は「ファシリ

ティ」（FACILITY）メッセージで利用可能な課金情報の送出と、残りの度数単位種別に対する

“notAvailable”表示を行う。

呼が接続不可となり、網が、課金が呼に適用されたことを知る場合、課金記録は、ユーザへ転送される。

ファシリティ情報要素を含んだインボークコンポーネントは、サービス対象ユーザへ転送される適切な課

金情報を示す。ＡＯＣ－Ｄ付加サービスが活性化されている場合、網は、以下の課金情報種別のうちの１

つを送出する。

－ AOCDCurrencyインボークコンポーネント中の AOCDCurrencyInfo
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－ AOCDChargingUnit インボークコンポーネント中の AOCDChargingUnitInfo

ＡＯＣ－Ｅ付加サービスが活性化されている場合、網は、以下の課金情報種別のうちの１つを送出する。

－ AOCECurrencyインボークコンポーネント中の AOCECurrencyInfo

－ AOCEChargingUnit インボークコンポーネント中の AOCEChargingUnitInfo

ユー ザ が正 し くコ ー ド化 さ れた AOCDCurrency ， AOCDChargingUnit ， AOCECurrency ま た は

AOCEChargingUnit インボークコンポーネントを受信した場合、ユーザは、提供された情報を受け取り、

網へ応答を返さない。

網がユーザからのリジェクトコンポーネントを受信した場合、網はそれ以上のプロトコル動作をしない。

通常の呼処理は継続される。

9.2.4　課金情報の転送　ユーザ･網インタフェースのベアラとの独立

9.2.4.1　通常動作

網は、ユーザ･網インタフェースサービスでベアラを確立することなく、対象ユーザへ課金情報を転送

する場合がある。（例えば、着信先変更付加サービスの活性化に伴う接続において）。ＡＯＣ－Ｅ付加サ

ービスが活性化されるときのみ、これは発生し得る。課金を伴う呼が解放されるとき（例えば、呼転送

時）、網は、サービス対象ユーザへ、課金情報を送出する。

網は、送出される課金情報の付加サービスの活性、そして／または、活性化時に使用されたＩＳＤＮ番

号を着番号情報要素に含んだ「ファシリティ」（FACILITY）メッセージで、課金情報を送出する。網が、

ユーザからのＩＳＤＮ番号を受信しなかった場合、網は、課金情報を送出するときの「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージに着番号を含まない。

網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［５］８章で規定されるようにダミー呼番号を使用した「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージを送出する。網が、サービス対象ユーザのアクセスにおいてポイント･マルチポ

イント構成が存在することを知る場合、網は、放送形式データリンクを使用した「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージを送出する。さもなければ、網は、既に確立されたデータリンクを使用して

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを送出する。

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージは、ファシリティ情報要素を含み、インボークコンポーネ

ントの“AOCEBillingId”にて、何故課金が伴っているのか（例えば、呼が着信転送され、サービス対象ユ

ーザが着信転送呼のある部分を支払っている）を示す。“AOCEBillingId”は、以下の課金情報種別のうち

の１つで転送される。

－ AOCECurrencyインボークコンポーネント中の AOCECurrencyInfo

－ AOCEChargingUnit インボークコンポーネント中の AOCEChargingUnitInfo
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ユーザが正しくコード化された AOCECurrency または AOCEChargingUnit インボークコンポーネントを

受信した場合、ユーザは、提供された情報を受け取り、網へ応答しない。

ＡＯＣ－Ｅ付加サービスが提供されている場合、網は、網オプションとして、金額単位または度数単位

に基づいた課金情報を示す。呼に適用される課金に影響を及ぼす課金項目のみがカバーされる。

課金情報が特定の呼に関連していることを識別するために、オプションである課金関連

“chargingAssociation”パラメータを、そのような呼が切断復旧されたときに、サービス対象ユーザに送出

される課金情報の中に含めることができる。“chargingAssociation”パラメータを生成し、使用するための

手順は、１２章に規定されている。

9.2.4.2　例外手順

ＡＯＣ付加サービスが活性化されている場合、

ａ） サービス対象ユーザに送出される課金情報が利用できず、網が金額単位に基づく課金情報を提

供 し て い る 場 合 、 網 は 、 サ ー ビ ス 対 象 ユ ー ザ へ 、 フ ァ シ リ テ ィ 情 報 要 素 に

“ chargeNotAvailable”を示すインボークコンポーネントを含んだ「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージを送出する。

ｂ） 課金情報は利用可能であるが完全でなく、網が課金単位に基づいている、または唯一の度数単

位種別の課金情報を提供している場合、網は、網からサービス対象ユーザに送出される「ファ

シリティ」（FACILITY）メッセージにファシリティ情報要素を含んだインボークコンポーネン

トを含む。そのインボークコンポーネントは、“chargeNotAvailable”を示す。

ｃ） サービス対象ユーザに送出される課金情報が利用できず、唯一の度数単位種別が使用されてい

る場合、網は、サービス対象ユーザへ、ファシリティ情報要素に“chargeNotAvailable”を示す

インボークコンポーネントを含んだ「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを送出する。ま

たは、

ｄ） ２つ以上の度数単位が網で使用されており、課金情報が、全ての度数単位種別が課金情報をサ

ービス対象ユーザに送出するために利用することができないことに関連がある場合、網は、

「ファシリティ」（FACILITY）メッセージで、利用可能な課金情報を送出し、そして残りの度

数単位種別のために“notAvailable”を示す。

提供された場合、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージは、着番号情報要素内に課金情報が送出

される原因となった付加サービスの活性、そして／または起動に用いられたＩＳＤＮ番号を含む。これは、

AOCDchargingUnitInfo に適用される。網がユーザからのＩＳＤＮ番号を受信していない場合、網は、課金

情報を送出するとき「ファシリティ」（FACILITY）メッセージに着番号情報要素を含まない。

網は、標準ＪＴ－Ｑ９３２［５］８章で規定されるようにダミー呼番号を使用した「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージを送出する。網が、サービス対象ユーザのアクセスにおいてポイント･マルチポ

イント構成が存在することを知る場合、網は、放送形式データリンクを使用した「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージを送出する。さもなければ、網は、既に確立されたデータリンクを使用して
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「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを送出する。

課金情報が特定の呼に関連していることを識別するために、オプションである課金関連

“chargingAssociation”パラメータを、そのような呼が切断復旧されたときに、サービス対象ユーザに送出

される課金情報の中に含めることができる。“chargingAssociation”パラメータを生成し、使用するための

手順は、１２章に規定されている。

網がユーザからのリジェクトコンポーネントを受信した場合、網はそれ以上のプロトコル動作をしない。

通常の呼処理は継続される

１０．私設ＩＳＤＮとのインタワーキングに関する手順

９章と同じ手順が適用される（例えば、特別な手順は適用されない）。

１１．他網との相互作用

11.1　他の公衆網とのインタワーキングに関する手順

定義なし。

１２．他の付加サービスとの相互作用

網が IdentificationOfCharge オペレーションの使用をサポートする場合、イクスプリシットコールトラン

スファ（ＥＣＴ）や呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスに関して使用されるだけでなく、転送付加サービ

スに関連して部分的なリルーティングに使用されうる。網が他のいかなる付加サービスの活性化あるいは

起動に加えて IdentificationOfCharge インボークコンポーネントを受信する時、網はユーザに対し

“supplementaryServiceInteractionNotAllowed”を示す IdentificationOfCharge リターンエラーコンポーネント

を返信する。網は、適切な呼制御メッセージあるいは「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの中の

ファシリティ情報要素の中に、IdentificationOfCharge リターンエラーコンポーネントを含める。

12.1　コールウェイティング（ＣＷ）

相互作用なし。

12.2　イクスプリシットコールトランスファ（ＥＣＴ）

12.2.1　Ｓ／Ｔ一致参照点における信号手順

12.2.1.1　転送元ユーザに対する課金情報の通知

12.2.1.1.1　通常動作

ＡＯＣ－Ｄ付加サービスが活性化されている呼毎に対して、網は、呼が転送されたあとサービス対象ユ

ーザに対して、いかなる課金情報も送信しない。コールトランスファが完了され、網がサービス対象ユー

ザを解放する時、網は、その呼を切断復旧する呼制御メッセージの一つでＡＯＣ－Ｄ課金情報通知を送信

する。サービス対象ユーザが転送した呼の一部に対して課金される場合、網は、TypeOfChargingInfo＝

“subTotal”を設定する。さもなければ、網は、TypeOfChargingInfo＝“total”を設定する。

ＡＯＣ－Ｓ付加サービスが活性化され、かつ、呼が転送されたあと課金レートが変わった場合、網は、

サービス対象ユーザに対して、変わった課金レートについてのいかなる情報も送信しない。

網オプションとして、網は、転送された呼が解放されたあと、転送された呼に関するＡＯＣ－Ｅタイプ
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課金情報通知を送信する。この場合、課金情報は、９.２.４節で規定された手順を用いて転送される。サ

ービス対象ユーザがＡＯＣ－Ｅ付加サービスを活性化する時、あるいは、ＡＯＣ－Ｅ付加サービスがすべ

ての呼に対して活性化され、かつ、ユーザがイクスプリシットコールトランスファ（ＥＣＴ）付加サービ

スを起動する時、ユーザはさらに、網に対して、ChargingAssociation アーギュメントを含んだ

IdentificationOfCharge インボークコンポーネントを送信しうる。IdentificationOfCharge インボークコンポー

ネントを転送される呼と関連付けるために、ユーザは EctExecute あるいは ExplicitEctExecute インボークコ

ンポーネントを含む同じ「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの中に IdentificationOfCharge インボー

クコンポーネントを含める。

ユーザは、ChargingAssociation パラメータを使用するとき、それぞれの呼に対して ChargingAssociation

の PartyNumber または ChargeIdentifier 種別を選ぶ。

網が IdentificationOfCharge インボークコンポーネントを受信し、かつ、網がイクスプリシットコールト

ランスファ（ＥＣＴ）付加サービスに関するＡＯＣ－Ｅ課金情報通知を送信するオプションをサポートす

る場合、網は、受け取った ChargingAssociation パラメータを保持する。

転送された呼が解放された時、網は、サービス対象ユーザに対しＡＯＣ－Ｅ課金情報通知とともに保持

された ChargingAssociation パラメータを送信し、続いて保持された ChargingAssociation パラメータを解放

する。ChargingAssociation パラメータは、ユーザが、特定のＡＯＣ－Ｅ課金情報通知に関する呼を識別す

るために追加情報を提供する。

ユーザが複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービスに加入している場合、網は、ＡＯＣ－Ｅ課金情報通知

がユーザに対して送信される時、着番号情報要素の中で EctExecute あるいは ExplicitEctExecute インボーク

コンポーネントが送信された呼番号に関連したサービス対象ユーザの番号を返信する。

網が、転送された呼の課金情報を送信するオプションを提供する場合で、サービス対象ユーザが（イク

スプリシットコールトランスファ（ＥＣＴ）付加サービスが起動される前に）両方の呼に対して課金され、

かつ、ＡＯＣ－Ｅ付加サービスがそれぞれの呼に対して活性化されている場合、網は、転送された呼が解

放された時、サービス対象ユーザに対して、両方の呼の総合的な課金を送信する。ＡＯＣ－Ｅ付加サービ

スが一つの呼に対してのみ活性化されている場合、網は、転送された呼が解放された時、サービス対象ユ

ーザに対して、この呼の課金を送信するだけである。

網は、ファシリティ情報要素にて課金情報を送信し、次の情報を示す。

－ AOCECurrency インボークコンポーネント中の AOCECurrencyInfo、そしてオプションとして

AOCEBillingId＝“callTransfer”、あるいは、

－ AOCEChargingUnit インボークコンポーネント中の AOCEChargingUnitInfo、そしてオプションと

して AOCEBillingId＝“callTransfer”。

12.2.1.1.2　例外手順

IdentificationOfCharge インボークコンポーネントを受信時に、ユーザがＡＯＣ－Ｅ付加サービスに未契

約の場合、網は、“userNotSubscribed”を示す IdentificationOfCharge リターンエラーコンポーネントを送
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信する。網は、適切な呼制御メッセージあるいは「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの中のファ

シリティ情報要素の中に、IdentificationOfCharge リターンエラーコンポーネントを含める。

ユーザが、網に対して、IdentificationOfCharge インボークコンポーネントを送信し、かつ、ユーザが呼

毎のＡＯＣ－Ｅ付加サービスを契約しているがこの特定の呼に対してはＡＯＣ－Ｅ付加サービスが活性化

されていない時、網は、ユーザに対して“notAvailable”を示す IdentificationOfCharge リターンエラーコン

ポーネントを送信する。網は、適切な呼制御メッセージあるいは「ファシリティ」（FACILITY）メッセ

ージの中のファシリティ情報要素の中に、IdentificationOfCharge リターンエラーコンポーネントを含める。

12.2.2　私設ＩＳＤＮとのインタワーキングに関する手順

１２.２.１節の手順が適用される。

12.3　接続先番号通知（ＣＯＬＰ）

相互作用なし。

12.4　接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）

相互作用なし。

12.5　発信者番号通知（ＣＬＩＰ）

相互作用なし。

12.6　発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）

相互作用なし。

12.7　閉域接続（ＣＵＧ）

相互作用なし。

12.8　会議通話（ＣＯＮＦ）

12.8.1　Ｓ／Ｔ一致参照点における信号手順

12.8.1.1　通常動作

網は、会議通話主導者に対して課金情報を送信する時、会議通話呼の呼番号を使用する（呼のローカル

な相互作用）。この場合、網は会議通話全体に関する課金情報を送信する。

ユーザが、（通信中呼状態、空き補助状態）あるいは、（通信中呼状態、保留補助状態）の呼から会議

通話（ＣＯＮＦ）付加サービスを起動し、ＡＯＣ付加サービスが、結果として生じている会議通話呼に対

して要求される場合、ユーザは、標準ＪＴ－Ｑ９５４．１の４章に定義される BeginCONF インボークコ

ンポーネントを含む同じ「ファシリティ」（FACILITY）メッセージの中に ChargingRequest インボークコ

ンポーネントを含める。ユーザはＡＯＣ付加サービスが要求されたことを ChargingCase パラメータの中に

示す。

リモートユーザが会議通話から分離された場合、網は、ＡＯＣ付加サービスが活性化されているなら、

個別通信に対して確立した呼番号を使用し、その接続に関する課金情報を送信する。個別通信が終了する

時、網は、切断復旧フェーズの呼に対して関連する課金情報を送信する（９．２．３節参照）。個別通信
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において、ＡＯＣ－Ｄ付加サービスが活性化されている場合、網は、課金情報が個別通信を終了する呼制

御メッセージの中に送信された時、TypeOfChargingInfo＝“total”を設定する。

12.8.1.2　例外手順

ユーザが、BeginCONF インボークコンポーネントを除く、会議通話（ＣＯＮＦ）付加サービスに対して

定義された（標準ＪＴ－Ｑ９５４．１の４章参照）任意のインボ－クコンポーネントとともに「ファシリ

ティ」（FACILITY）メッセージの中にＡＯＣ付加サービスを要求する ChargingRequest インボークコンポ

ーネントを送信する時、網は、ユーザに対し“notAvailable”を示す ChargingRequest リターンエラーコン

ポーネントを返信する。

網が BeginCONF インボークコンポーネントとともに ChargingRequest インボークコンポーネントを受信

し、かつ、網が会議通話（ＣＯＮＦ）付加サービスとともにはＡＯＣ付加サービスをサポートしない場合、

網は、ユーザに対し“notAvailable”を示す ChargingRequest リターンエラーコンポーネントを返信する。

ユーザが、BeginCONF インボークコンポーネントとともに「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ

の中にＡＯＣ付加サービスを要求する ChargingRequest インボークコンポーネントを送信し、かつ、会議

通話（ＣＯＮＦ）付加サービスの起動が網に許容されない（例えば、リソースが利用可能でない）場合、

網は、要求したＡＯＣ付加サービスを活性化せず、ChargingRequest リターンエラーコンポーネントを返信

する。

12.8.2　私設ＩＳＤＮとのインタワーキングに関する手順

１２.８.１節の手順が適用される。

12.9　ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）

相互作用なし。

12.10　着信転送（コールフォワーディング）サービス

12.10.1　ビジー時着信転送（ＣＦＢ）

12.10.1.1　Ｓ／Ｔ一致参照点における信号手順

以下の付加サービスの起動は、ビジー時着信転送（ＣＦＢ）付加サービスと組み合わせて適用されない。

－ ＡＯＣ－Ｓ付加サービス

－ ＡＯＣ－Ｄ付加サービス

網オプションとして、ＡＯＣ－Ｅ付加サービスが全ての呼に対して活性化され、ビジー時着信転送（Ｃ

ＦＢ）付加サービスが活性化されている場合、網は、転送された呼が解放された時に、転送元（サービス

対象）ユーザに対し、課金情報を送信する。

12.10.1.1.1　転送元ユーザに対する課金情報の通知

12.10.1.1.1.1　通常動作

転送された呼が解放された時に転送元ユーザに対して課金情報を送信するオプションを網が提供する場

合、９．２．４節に規定されるように、網は、課金情報をファシリティ情報要素内のインボークコンポー
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ネントに含め、「ファシリティ」（FACILITY）メッセージで送信する。

インボークコンポーネントは、以下の課金情報を含む。

－ AOCECurrency インボークコンポーネント中に、AOCECurrencyInfo そしてオプションとして

AOCEBillingId、あるいは

－ AOCEChargingUnit インボークコンポーネント中に、AOCEChargingUnitInfo そしてオプションと

して AOCEBillingId

網は、AOCEBillingId＝“callForwardingBusy”を設定する。

ユーザが複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービスに加入している場合、網は、ＡＯＣ－Ｅ課金情報の送

信時、着番号情報要素でサービス対象ユーザの複数加入者番号を返信する。

12.10.1.1.1.2　例外手順

影響なし。

12.10.1.2　私設ＩＳＤＮとのインタワーキング手順

以下の付加サービスの起動は、ビジー時着信転送（ＣＦＢ）付加サービスと組み合わせて適用されない。

－ ＡＯＣ－Ｓ付加サービス

－ ＡＯＣ－Ｄ付加サービス

網オプションとして、ＡＯＣ－Ｅ付加サービスが全ての呼に対して活性化され、ビジー時着信転送（Ｃ

ＦＢ）付加サービスが活性化されている場合、網は、転送された呼が解放された時に、転送元（サービス

対象）ユーザに対し、課金情報を送信する。

12.10.1.2.1　ビジー時着信転送（ＣＦＢ）付加サービスが私設ＩＳＤＮに提供される時の私設網に対する

課金情報の通知

転送された呼が解放された時に転送元私設網に対して課金情報を送信するオプションを網が提供し、私

設網が私設網全体に対してビジー時着信転送（ＣＦＢ）付加サービスを活性化している場合、１２．１０．

１．１．１節の手順が適用される。さらに、ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）付加サービスが適用され

る場合、網は、ＡＯＣ－Ｅ課金情報の送信時、着番号情報要素で転送された呼の着番号を返信する。

12.10.1.2.2　部分リルーティングを適用する場合の私設網に対する課金情報の通知

12.10.1.2.2.1　通常動作

私設網がＡＯＣ－Ｅ付加サービスを呼毎に活性化する場合、標準ＪＴ－Ｑ９５２の４．２節で定義され

る CallRerouting インボークコンポーネントを含む同一の「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ内に、

ChargingRequest インボーク コンポーネン トもまた含 まれる。 ChargingCase パ ラメータは 、

“chargingAtTheEndOfACall”を示す。
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ＡＯＣ－Ｅ付加サービスが活性化され、私設網が部分リルーティング手順を起動する場合、私設網はさ

らに、網に対して、ChargingAssociation アーギュメントを含む IdentificationOfCharge インボークコンポー

ネントを送信してもよい。IdentificationOfCharge インボークコンポーネントを転送される呼と関連付ける

ために、私設網は、標準ＪＴ－Ｑ９５２の４．２節で定義される CallRerouting インボークコンポーネント

を含む同一の「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ内に、IdentificationOfCharge インボークコンポー

ネントを含める。

ChargingAssociation パラメータが用いられる時、私設網は、呼毎に、ChargingAssociation の PartyNumber

または ChargeIdentifier のいずれかのタイプを選択する。

網が、IdentificationOfCharge インボークコンポーネントを受信し、ビジー時着信転送（ＣＦＢ）付加サ

ービスに関連したＡＯＣ－Ｅ課金情報を送信するオプションを提供する場合、網は、提供された

ChargingAssociation パラメータを保持する。

転送された呼が解放され、網が、転送された呼の解放時に転送元ユーザに対し課金情報を送信するオプ

ションを提供する場合、網は、保持している ChargingAssociation パラメータをＡＯＣ－Ｅ課金情報と共に

ユーザに送信し、続いて、保持していた ChargingAssociation パラメータを解放する。ChargingAssociation

パラメータは、ユーザが特定のＡＯＣ－Ｅ課金情報がどの呼に関連するかを識別するための付加情報を提

供する。

網は、課金情報をファシリティ情報要素内のインボークコンポーネントに含め、９．２．４節に規定さ

れるように「ファシリティ」（FACILITY）メッセージで伝達する。

インボークコンポーネントは、以下の課金情報を含む。

－ AOCECurrency インボークコンポーネント中に、AOCECurrencyInfo そしてオプションとして

AOCEBillingId、あるいは

－ AOCEChargingUnit インボークコンポーネント中に、AOCEChargingUnitInfo そしてオプションと

して AOCEBillingId

受信した CallRerouting インボークコンポーネント内の ReroutingReason パラメータが“cfu”または

“unknown”を示す場合、網は、AOCEBillingId＝“callForwardingUnconditional”を設定する。

受信した CallRerouting インボークコンポーネント内の ReroutingReason パラメータが“cfb”を示す場合、

網は、AOCEBillingId＝“callForwardingBusy”を設定する。

受信した CallRerouting インボークコンポーネント内の ReroutingReason パラメータが“cfnr”を示す場合、

網は、AOCEBillingId＝“callForwardingNoReply”を設定する。

受信した CallRerouting インボークコンポーネント内の ReroutingReason パラメータが“cd”または

“cdImmediate”のいずれかを示す場合、網は、AOCEBillingId＝“callDeflection”を設定する。
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12.10.1.2.2.2　例外手順

１２．２．１．１．２節参照のこと。

12.10.2　無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）

網が AOCEBillingId＝“callForwardingNoReply”に設定することを除き、１２．１０．１節の手順が適用

される。

12.10.3　無条件着信転送（ＣＦＵ）

網が AOCEBillingId＝“callForwardingUnconditional”に設定することを除き、１２．１０．１節の手順が

適用される。

12.10.4　呼毎着信転送（ＣＤ）

12.10.4.1　Ｓ／Ｔ一致参照点における信号手順

以下の付加サービスの起動は、呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスと組み合わせて適用されない。

－ ＡＯＣ－Ｓ付加サービス

－ ＡＯＣ－Ｄ付加サービス

網オプションとして、ＡＯＣ－Ｅ付加サービスが全ての呼に対して活性化されている場合、網は、転送

された呼が解放された時に、転送元（サービス対象）ユーザに対し、課金情報を送信する。

12.10.4.1.1　転送元ユーザに対する課金情報の通知

12.10.4.1.1.1　通常動作

ＡＯＣ－Ｅ付加サービスが全ての呼に対して活性化され、ユーザが呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービス

を起動する場合、ユーザはさらに、網に対して、 ChargingAssociation アーギュメントを含む

IdentificationOfCharge インボークコンポーネントを送信してもよい。IdentificationOfCharge インボークコン

ポーネントを転送される呼と関連付けるために、ユーザは、（標準ＪＴ－Ｑ９５２の４．２節で定義され

る）CallDeflection インボークコンポーネントを含む同一のメッセージ内に、IdentificationOfCharge インボ

ークコンポーネントを含める。

ChargingAssociation パラメータが用いられる時、ユーザは、呼毎に、ChargingAssociation の PartyNumber

または ChargeIdentifier のいずれかのタイプを選択する。

網が、IdentificationOfCharge インボークコンポーネントを受信し、呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービス

を組み合わせたＡＯＣ－Ｅ課金情報を送信するオプションを提供する場合、網は、提供された

ChargingAssociation パラメータを保持する。

転送された呼が解放され、網が、転送された呼の解放時に転送元ユーザに対し課金情報を送信するオプ

ションを提供する場合、網は、保持している ChargingAssociation パラメータをＡＯＣ－Ｅ課金情報と共に

ユーザに送信し、続いて、保持していた ChargingAssociation パラメータを解放する。ChargingAssociation

パラメータは、ユーザが特定のＡＯＣ－Ｅ課金情報がどの呼に関連するかを識別するための付加情報を提

供する。
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網は、課金情報をファシリティ情報要素内のインボークコンポーネントに含め、９．２．４節に規定さ

れるように「ファシリティ」（FACILITY）メッセージで伝達する。

インボークコンポーネントは、以下の課金情報を含む。

－ AOCECurrency インボークコンポーネント中に、AOCECurrencyInfo そしてオプションとして

AOCEBillingId、あるいは

－ AOCEChargingUnit インボークコンポーネント中に、AOCEChargingUnitInfo そしてオプションと

して AOCEBillingId

網は、AOCEBillingId＝“callDeflection”を設定する。

ユーザが複数加入者番号（ＭＳＮ）付加サービスに加入している場合、網は、ＡＯＣ－Ｅ課金情報の送

信時、着番号情報要素で転送された呼の着番号を返信する。

12.10.4.1.1.2　例外手順

１２．２．１．１．２節参照のこと。

12.10.4.2　私設ＩＳＤＮとのインタワーキング手順

以下の付加サービスの起動は、呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスと組み合わせて適用されない。

－ ＡＯＣ－Ｓ付加サービス

－ ＡＯＣ－Ｄ付加サービス

12.10.4.2.1　呼毎着信転送（ＣＤ）付加サービスが私設ＩＳＤＮに提供される時の私設網に対する課金情

報の通知

網オプションとして、ＡＯＣ－Ｅ付加サービスが全ての呼に対して活性化されている場合、網は、転送

された呼が解放された時に、転送元（サービス対象）ユーザに対し、課金情報を送信する。

転送された呼が解放された時に転送元私設網に対して課金情報を送信するオプションを網が提供し、私

設網が網に対し CallDeflection インボークコンポーネントを送信することにより呼毎着信転送（ＣＤ）付

加サービスを起動する場合、１２．１０．４．１．１節の手順が適用される。さらに、ダイレクトダイヤ

ルイン（ＤＤＩ）付加サービスが適用される場合、網は、ＡＯＣ－Ｅ課金情報の送信時、着番号情報要素

で転送された呼の着番号を返信する。

12.10.4.2.2　部分リルーティングを適用する場合の私設網に対する課金情報の通知

１２．１０．１．２．２節の手順が適用される。

12.11　代表（LH）

アクセスシグナリング要求は定義されない。
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12.12　三者通話（３ＰＴＹ）

12.12.1　Ｓ／Ｔ一致参照点における信号手順

12.12.1.1　通常動作

サービス対象ユーザがＡＯＣ付加サービスのいずれかを活性化している場合、網はユーザへの通常呼に

対してと同様に、つまりサービス対象ユーザにより発信された呼に対して９．２．１．１節、９．２．２．

１節及び９．２．３．１節で定義されるように、課金情報を送信する。

会議ブリッジ使用の課金を表示するための網オプションが適用される場合、AOC 付加サービスが

Begin3PTY インボークコンポーネントを送るために使用される呼（その呼番号により識別される）で活性

化される時のみ、網はこの課金情報をユーザに送信する。

12.12.1.2　例外手順

影響無し。

12.12.2　私設ＩＳＤＮとのインタワーキング手順

影響無し。

12.13　ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

相互作用無し。

12.14　複数加入者番号（ＭＳＮ）

相互作用無し。

12.15　保留（ＨＯＬＤ）

相互作用無し。

12.16　課金通知（ＡＯＣ）

12.16.1　ＡＯＣ－ＳのＡＯＣ－ＤとＡＯＣ－Ｅへの相互作用

相互作用無し。

12.16.2　ＡＯＣ－ＤのＡＯＣ－Ｅへの相互作用

ＡＯＣ－Ｄ付加サービス及びＡＯＣ－Ｅ付加サービスが同一の呼に対して活性化されている場合、網は

呼が解放されたとき、ＡＯＣ－Ｅタイプの課金情報のみを送信する。

12.17　サブアドレス（ＳＵＢ）

相互作用無し。

12.18　端末移動（ＴＰ）

12.18.1　Ｓ／Ｔ一致参照点における信号手順

12.18.1.1　呼中断フェーズ時

12.18.1.1.1　通常動作

ＡＯＣ－Ｄ付加サービスのサービス対象ユーザが呼を中断した場合（呼のローカルな相互作用）、網オ
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プションとして、網はサービス対象ユーザに「中断確認」（SUSPEND ACKNOWLEDGE）メッセージで

課金情報を送信する。その場合、累積課金（つまり、呼が中断された時点までにかかる課金の小計）を含

むファシリティ情報要素は「中断確認」（SUSPEND ACKNOWLEDGE）メッセージに含まれる。

網は以下の課金情報種別のうちの１つをサービス対象ユーザに送信する。

－ AOCDCurrencyインボークコンポーネント中の AOCDCurrencyInfo

－ AOCDChargingUnit インボークコンポーネント中の AOCDChargingUnitInfo

TypeOfChargingInfo は“subTotal”にセットされる。

注１－課金は呼が中断されている間（タイマＴ３０７が動いている間）も継続することができる。サー

ビス対象ユーザがＴ３０７満了の前に呼を再開しない場合、この呼で記録される課金情報は、

「中断確認」（SUSPEND ACKNOWLEDGE）メッセージの送信中またはそれより前にサービス対

象ユーザに送信された課金情報と異なり得る。これはリモートユーザが中断期間の間に呼を切断

復旧する場合にも適用される。

ある場合には、課金情報はサービス対象ユーザに送信される「中断確認」（ SUSPEND

ACKNOWLEDGE）メッセージに含める時点では利用できない。

注２－これは、課金情報が「中断確認」（SUSPEND ACKNOWLEDGE）メッセージを生成する網から離

れているＩＳＤＮエンティティにある時に起こり得る。

この場合、網は課金情報が利用できないこと（つまり、“chargeNotAvailable”）をサービス対象ユーザ

に示すためにファシリティ情報要素を「中断確認」（SUSPEND ACKNOWLEDGE）メッセージで送信し、

標準ＪＴ－Ｑ９３１での定義により呼の中断を継続する。

12.18.1.1.2　例外手順

影響無し。

12.18.1.2　呼再開フェーズ時

12.18.1.2.1　通常動作

サービス対象ユーザが呼を再開する時、ＡＯＣ－Ｄ付加サービスがその呼に対して活性化されていれば、

網もまたユーザへの課金情報の送信を再開する。さらに課金情報が（網オプションとして）「再開確認」

（RESUME ACKNOWLEDGE）メッセージでサービス対象ユーザに送信される。その場合、網は以下の課

金情報種別のうちの１つを含めたファシリティ情報要素を「再開確認」（RESUME ACKNOWLEDGE）メ

ッセージに含める。

－ AOCDCurrencyインボークコンポーネント中の AOCDCurrencyInfo

－ AOCDChargingUnit インボークコンポーネント中の AOCDChargingUnitInfo
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TypeOfChargingInfo は“subTotal”にセットされる。

ある場合に は、課金情 報はサービ ス対象ユー ザに送信さ れる「再開 確認」（ RESUME

ACKNOWLEDGE）メッセージに含める時点では利用できない。

注－これは、課金情報が「再開確認」（RESUME ACKNOWLEDGE）メッセージを生成する網から離れ

ているＩＳＤＮエンティティにある時に起こり得る。

この場合、網は課金情報が利用できないこと（つまり、“chargeNotAvailable”）をサービス対象ユーザ

に示すためにファシリティ情報要素を「再開確認」（RESUME ACKNOWLEDGE）メッセージで送信し、

通常呼処理を継続する。呼が再開された後に課金情報が利用可能になったとき、網は上で示されている課

金情報を含めて「ファシリティ」（FACILITY）メッセージをサービス対象ユーザに送信する。

ＡＯＣ－Ｓ付加サービスがその呼に対して活性化されている場合、呼の中断中に課金レートが変わった

時には、網は呼の再開後にサービス対象ユーザへの最初のメッセージの中でその呼に適用される課金レー

トを送信する。

網オプションとして、網が中断された呼を再開できない場合であっても（中断された呼の呼識別を網が

保持している間は）、網はサービス対象ユーザに課金情報を転送する。サービス対象ユーザがタイマＴ３

０７満了の前に呼を再開しようとする場合、網は「再開拒否」（RESUME REJECT）メッセージの中にフ

ァシリティ情報要素を含む。中断されている呼の呼識別が保持されている間は、網はその中断されている

呼についての課金情報を保持する。以下の場合が適用可能である。

ａ） 呼が中断されている間にリモートユーザが切断した場合、

付加サービスがその呼に対して活性化されている場合、ＡＯＣ－ＤまたはＡＯＣ－Ｅタイプの

いずれかの課金情報が提供される。ＡＯＣ－Ｄ付加サービスが活性化されている場合、網は課

金情報をサービス対象ユーザに送信するときに、TypeOfChargingInfo＝“total”にセットする。

ｂ） 再開が他の何らかの理由により拒否された場合、

付加サービスがその呼に対して活性化されている（つまり、呼の保持時間が満了する前にサー

ビス対象ユーザは何度も呼の再開を試みる）場合、通信中の累積課金のみが提供可能である。

ＡＯＣ－Ｄ付加サービスが活性化されている場合、網は課金情報がサービス対象ユーザに送信

されるときに、TypeOfChargingInfo＝“subTotal”にセットする。

12.18.1.2.2　例外手順

影響無し。

12.18.2　私設ＩＳＤＮとのインタワーキング手順

影響無し。
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12.19　話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）

12.19.1　Ｓ／Ｔ一致参照点での信号手順

12.19.1.1　ＡＯＣ付加サービス要求

12.19.1.1.1　通常動作

網は元の呼に対する受け入れられたＡＯＣ付加サービス要求を保持し、このユーザと識別される特定の

ＣＣＢＳインスタンスによって確立されたＣＣＢＳ呼にそれを適用する。

この特定のＣＣＢＳインスタンスが完了した（例えばＣＣＢＳ呼の確立が成功した、またはＣＣＢＳ付

加サービスが取り消された）とき、網は保持されていたＡＯＣ要求を解放する。

12.19.1.1.2　例外手順

９．１．２節で規定された手順を適用する。

12.19.1.2　ユーザに対する課金情報の通知

12.19.1.2.1　通常動作

影響無し。

注－網によってユーザに送られる元の呼やＣＣＢＳ呼に対する課金情報は、９．２．１．１節、９．２．

２．１節、そして９．２．３．１節に従って関係するＡＯＣ付加サービスに対して規定された手順

に従う。

12.19.1.2.2　例外手順

影響無し。

注－９．２．１．２節、９．２．２．２節、そして９．２．３．２節で定義された手順が適用される。

12.19.2　私設ＩＳＤＮとのインタワーキング手順

12.19.2.1　私設網によるＡＯＣ付加サービスの要求

12.19.2.1.1　通常動作

ＣＣＢＳ呼にＡＯＣ付加サービスを要求するために、私設網は９．１．１節で定義された手順を適用す

る。

注－ＡＯＣ付加サービスが元の呼に対して要求された場合、私設網はＣＣＢＳ呼を確立するために使用

される「呼設定」（SETUP）メッセージ内に同じサービスを示す ChargingRequest インボークコンポ

ーネントを含める。

網は、ChargingRequest インボークコンポーネントを受信すると、要求されたＡＯＣ付加サービスがユー

ザに許容されているかどうかの確認を行い、許容されていれば、「ファシリティ」（FACILITY）メッセ

ージもしくは適切な呼制御メッセージで ChargingRequest リターンリザルトコンポーネントを私設網に送

信する。

12.19.2.1.2　例外手順

９．１．２節で定義された手順を適用する。
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12.19.2.2　私設網に対する課金情報の通知

12.19.2.2.1　通常動作

網が私設網に課金情報を送るとき、９．２．１．１節、９．２．２．１節、そして９．２．３．１節で

規定された手順が適用される。

12.19.2.2.2　例外手順

９．２．１．２節、９．２．２．２節、そして９．２．３．２節で定義された手順が適用される。

12.20　悪意呼通知（ＭＣＩＤ）

相互作用なし。

12.21　着信課金（ＲＥＶ）

着信ユーザが全ての呼に対してＡＯＣ付加サービスを活性化していた場合、課金情報は着信ユーザにの

み送られうる。

12.21.1　ＡＯＣ－ＳとＲＥＶ付加サービスとの相互作用

12.21.1.1　ＲＥＶ付加サービス　ケースＡおよびケースＤ

12.21.1.1.1　発信ユーザ

網は、発信ユーザに課金情報を送信する前に、呼が無料であることを“freeOfCharge”表示または

CurrencyAmount パラメータ＝“０”を設定することにより示す。

12.21.1.1.2　着信ユーザ

通常のＡＯＣ－Ｓ付加サービス手順を適用する。

12.21.1.2　ＲＥＶ付加サービス　ケースＢおよびケースＣ

12.21.1.2.1　発信ユーザ

ケースＢの場合、網は、着信ユーザが着信課金要求を受け入れた後に、発信ユーザに課金情報を送信す

る前に呼が無料であることを“freeOfCharge”表示または CurrencyAmount パラメータ＝“０”を設定する

ことにより示す。

ケースＣの場合、網は、網が着信課金要求を受け入れた後に、発信ユーザに課金情報を送信する前に呼

が無料であることを“freeOfCharge”表示または CurrencyAmount パラメータ＝“０”を設定することによ

り示す。更に、網は“着信課金（呼全体）”を示す通知識別子情報要素をサービス対象ユーザに送る。

“着信課金（呼全体）”通知は、“freeOfCharge”表示または CurrencyAmount パラメータ＝“０”と関連

付けて、通話開始の瞬間からの通話が無料であることを示すものとしてユーザに解釈される。

12.21.1.2.2　着信ユーザ

通常のＡＯＣ－Ｓ付加サービス手順を適用する。

12.21.2　ＡＯＣ－ＤとＲＥＶ付加サービスとの相互作用

12.21.2.1　ＲＥＶ付加サービス　ケースＡおよびケースＤ
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12.21.2.1.1　発信ユーザ

網は、発信ユーザに課金情報を送信する前に、呼が無料であることを“freeOfCharge”表示または

CurrencyAmount パラメータ＝“０”を設定することにより示す。

12.21.2.1.2　着信ユーザ

網は、通常の通信中のＡＯＣ－Ｄ付加サービス手順を適用する。呼が解放されると、網は着信ユーザに

送 信 す る 課 金 情 報 に TypeOfChargingInfo ＝ “ total ” と 、 オ プ シ ョ ン と し て AOCDBillingId ＝

“reverseCharging”を設定する。

12.21.2.2　ＲＥＶ付加サービス　ケースＢ

12.21.2.2.1　発信ユーザ

通常のＡＯＣ－Ｄ付加サービス手順を適用する。

12.21.2.2.2　着信ユーザ

網は、着信ユーザが着信課金要求を受け入れた後に、通常の通信中のＡＯＣ－Ｄ付加サービス手順を適

用する。呼が解放されると、網は着信ユーザに送信する課金情報に TypeOfChargingInfo＝“total”と、オ

プションとして AOCDBillingId＝“reverseCharging”を設定する。

12.21.2.3　ＲＥＶ付加サービス　ケースＣ

12.21.2.3.1　発信ユーザ

網は、網が着信課金要求を受け入れた後に発信ユーザに課金情報を送信する際に、呼が無料であること

を“freeOfCharge”表示または CurrencyAmount パラメータ＝“０”を設定することにより示す。呼が解放

されると、網は発信ユーザに課金情報を送信する前に“freeOfCharge”表示または CurrencyAmount パラメ

ータ＝“０”と、TypeOfChargingInfo＝“total”を設定する。

12.21.2.3.2　着信ユーザ

ケースが２つ存在する。ケース１は網が呼に適用される合計課金を示すことができる場合の手順を示し

ており、ケース２は網が着信課金要求を受け入れる前に受ける課金を示すことができない場合のケースを

示す。

ケース１：　網は着信課金要求を受け入れた後に、着信ユーザに通常のＡＯＣ－Ｄ手順に従って小計課

金を示す。呼が解放されると、網は着信ユーザに送信する課金情報に TypeOfChargingInfo＝“total”と、

オプションとして AOCDBillingId＝“reverseCharging”を設定する。

ケース２：　網は着信課金要求を受け入れた後に“chargeNotAvailable”を着信ユーザに示し、また呼解

放時にも“chargeNotAvailable”を着信ユーザに示す。

12.21.3　ＡＯＣ－ＥとＲＥＶ付加サービスとの相互作用

12.21.3.1　ＲＥＶ付加サービス　ケースＡおよびケースＤ

12.21.3.1.1　発信ユーザ

網は、発信ユーザに課金情報を送信する前に、呼が無料であることを“freeOfCharge”表示または

CurrencyAmount パラメータ＝“０”を設定することにより示す。
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12.21.3.1.2　着信ユーザ

呼が解放されると、網は着信ユーザに送信する課金情報にオプションとして AOCEBillingId＝

“reverseCharging”を設定する。

12.21.3.2　ＲＥＶ付加サービス　ケースＢ

12.21.3.2.1　発信ユーザ

発信ユーザが課金される呼の一部に対して通常のＡＯＣ－Ｅ付加サービス手順を適用する。

12.21.3.2.2　着信ユーザ

着信ユーザが課金される呼の一部に対して通常のＡＯＣ－Ｅ付加サービス手順を適用する。オプション

として網は着ユーザに送信する課金情報に AOCEBillingId＝“reverseCharging”を設定する。

12.21.3.3　ＲＥＶ付加サービス　ケースＣ

12.21.3.3.1　発信ユーザ

呼が解放されると、網は発信ユーザに課金情報を送信する前に、“ freeOfCharge”表示または

CurrencyAmount パラメータ＝“０”を設定する。

12.21.3.3.2　着信ユーザ

ケースが２つ存在する。ケース１は網が呼に適用される合計課金を示すことができる場合の手順を示し

ており、ケース２は着信ユーザが着信課金要求を受け入れる前に受ける課金を網が示すことができない場

合のケースを示す。

ケース１：　呼が解放されると、網は着信ユーザに送信する課金情報にオプションとして

AOCEBillingId＝“reverseCharging”を設定する。

ケース２：　呼が解放されると、網は着信ユーザに“chargeNotAvailable”を示す。

12.22　多段階優先割込み（ＭＬＰＰ）

相互作用なし。

12.23　私設番号計画サポート（ＳＰＮＰ）

現時点では適用される相互作用はない。

12.24　国際テレコミュニケーションチャージカード（ＩＴＣＣ）

現時点では適用される相互作用はない。

12.25　グローバル・バーチャルネットサービス（ＧＶＮＳ）

現時点では適用される相互作用はない。

１３　パラメータ値（タイマ）

タイマ定義なし。
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１４　動的記述（ＳＤＬ）

図１／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］から図９／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］にＩＴＵ－Ｔ勧告Ｚ．１００［９］に従

って定義された動的記述を示す。図１／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］および図２／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］はＡＯ

Ｃ付加サービスのユーザ側を示している。図３／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］から図９／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

は網側を示している。

図１／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］、図２／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］および図３／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］では、

要求されたそれぞれのＡＯＣ付加サービスに対して、記述されたプロセスのひとつのインスタンスが存在

する。記述されたプロセスのこれらのインスタンスは相互に独立に動作する。ＡＯＣ付加サービスのそれ

ぞれの要求は独立したプロセスとして扱われ、「呼設定」（SETUP）メッセージにはＡＯＣ付加サービス

の複数の要求を含めることができる。

ＳＤＬ図では、以下の略語を使用する。

ＡＯＣ－Ｓインボーク　＝　AOCSSpecialArr または AOCSCurrencyインボークコンポーネント

ＡＯＣ－Ｄインボーク　＝　AOCDCurrencyまたは AOCDChargingUnit インボークコンポーネント

ＡＯＣ－Ｅインボーク　＝　AOCECurrencyまたは AOCEChargingUnit インボークコンポーネント
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ＡＯＣユーザ側プロセス

図１／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

 AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

AOC Request  
ＡＯＣ要求 

 

AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

AOC reject indication 
ＡＯＣリジェクト 

表示 

Begin AOC request 
ＡＯＣ開始要求 

 

 
（注２） 

 

Reject 
リジェクト 

 

  
（注２） 

 

Charging indication 
課金表示 

 

  
（注１） 

 

  
（注１） 

 

Begin AOC confirm 
ＡＯＣ開始確認 

 

 
-------- 

 

Reject  
リジェクト 

 

 
（注１） 

 

  
基本呼制御から 

 

AOC Active 
ＡＯＣ活性 

 

AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

AOC Reject indication 
ＡＯＣリジェクト 

表示 

AOC reject indication 
ＡＯＣリジェクト 

表示 

Call clearing 
呼切断復旧 

 

注１： 

呼設定確認（SETUP ACKNOWLEDGE）, 

呼設定受付（CALL PROCEEDING）, 
経過表示（PROGRESS）,呼出（ALERTING）, 

応答（CONNECT）, 

ファシリティ（FACILITY）. 

注２： 
呼設定確認（SETUP ACKNOWLEDGE）,  
呼設定受付（CALL PROCEEDING）, 
経過表示（PROGRESS）,呼出（ALERTING）,  
応答（CONNECT）,ファシリティ（FACILITY）, 
切断（DISCONNECT）,解放（RELEASE）, 
解放完了（RELEASE COMPLETE）, 
中断確認（SUSPEND ACKNOWLEDGE）, 
再開確認（RESUME ACKNOWLEDGE）, 
再開拒否（RESUME REJECT）. 

Begin AOC request 
ＡＯＣ開始要求 

 

AOC-S,AOC-D,orAOC-E 
invoke 
ＡＯＣ－Ｓ、ＡＯＣ－Ｄ、 
またはＡＯＣ－Ｅインボーク 

SETUP 
ChargingRequest  invoke 
呼設定 
ChargingRequest インボーク

ChargingRequest  
return result  
ChargingReques 
リターンリザルト 

ChargingRequest  
return error 
ChargingReques 
リターンエラー 
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ＡＯＣユーザ側プロセス

図２／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

 AOC Active 
ＡＯＣ活性 

 

 
-------- 

 

Call clearing 
呼切断復旧 

 

 
（注１） 

 

Charging indication 
課金表示 

 

  
基本呼制御から 

 

Begin AOC request  
ＡＯＣ開始要求 

 

AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

 
-------- 

 

注１： 
呼設定確認（SETUP ACKNOWLEDGE）, 
呼設定受付（CALL PROCEEDING）, 
経過表示（PROGRESS）, 呼出（ALERTING）, 
応答（CONNECT）, ファシリティ（FACILITY）, 
切断（DISCONNECT）, 解放（RELEASE）, 
解放完了（RELEASE COMPLETE）, 
中断確認（SUSPEND ACKNOWLEDGE）, 
再開確認（RESUME ACKNOWLEDGE）, 
再開拒否（RESUME REJECT）. 

AOC-S,AOC-D,or  
AOC-E invoke 
ＡＯＣ－Ｓ、ＡＯＣ－Ｄ、
またはＡＯＣ－Ｅ 
インボーク 
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ＡＯＣ網側プロセス

図３／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］　（１／２）

(ITU-T Q.956.2)

 AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

SETUP 
呼設定 

 

 
他メッセージ 

 

 
（注１） 

 

Is AOC  
requested? 

ＡＯＣは要求された
か？ 

AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

 
（注１） 

 

AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

AOC Idle 
ＡＯＣ空 

 

 
（注１） 

 

 
（注１） 

 

注１： 
呼設定確認（SETUP ACKNOWLEDGE）, 
呼設定受付（CALL PROCEEDING）, 
経過表示（PROGRESS）, 呼出（ALERTING）, 
応答（CONNECT）, ファシリティ（FACILITY）. 

Ａ 

Ｂ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ChargingRequest  
invoke 
ChargingRequest 
インボーク 

ChargingRequest 
return error 
“invalidCallState” 
ChargingRequest 
リターンエラー 
“invalidCallState” 

Is AOC subscribed  
for all calls?  
全呼に対して 
ＡＯＣ加入契約 
されているか？ 

Is the requested AOC  
service implemented? 
要求されたＡＯＣ 

サービスはインプリメン
トされているか？ Can network 

provide charging 
information? 

網は課金情報を 
提供可能か？ 

ChargingRequest  
return error 
“notImplemented” 
ChargingRequest 
リターンエラー 
“notImplemented” 

AOC-S, AOC-D  
or AOC-E invoke  
“chargeNotAvailable” 
ＡＯＣ－Ｓ、ＡＯＣ－Ｄ、 
またはＡＯＣ－Ｅインボーク
“chargeNotAvailable” 

Is AOC subscribed 
for all calls? 
全呼に対して 
ＡＯＣ加入契約 
されているか？ 

ChargingRequest  
return error  
“notSubscribed” 
ChargingRequest  
リターンエラー 
“notSubscribed” 

Is AOC subscribed on 
a per call basis? 
呼毎にＡＯＣ 
加入契約されて 

いるか？ 
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ＡＯＣ網側プロセス

図３／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］　（２／２）

(ITU-T Q.956.2)

 

ChargingRequest 
ret run error 

ChargingRequest 
リターンエラー 

Ｂ 

Can network provide 
charging infomat ion ? 
網は課金情報を提供 

可能か？ 

Ａ 

（注１） "NoChargingInfoAvailable" 
"notAvailable" 

AOC service 
Available? 

ＡＯＣサービス 
利用可能か？ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ChargingRequest  
ret run result  

"chargingInfoFollows" 
ChargingRequest  

リターンリザルト 
"chargingInfoFollows" 

（注１） 

ＡＯＣ－Ｅ 

ＡＯＣ－Ｄ 

ＡＯＣ－Ｓ 

ChargingRequest 
ret run result  

"chargingInfoFollows" 
ChargingRequest 

リターンリザルト 
"chargingInfoFollows" 

（注１） 

AOC -D 
Activated 

ＡＯＣ－Ｄ活性 

AOC -S 
Activated 

ＡＯＣ－Ｓ活性 

AOC Idle 
 

ＡＯＣ空 

AOC -E 
Activated 

ＡＯＣ－Ｅ活性 

注１： 
 
呼設定確認（SETUP ACKNOWLEDGE）， 
呼設定受付（CALL PROCEEDING）， 
経過表示（PROGRESS），呼出（ALERTING）， 
応答（CONNECT）， 
ファシリティ（FACILITY） 
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ＡＯＣ網側プロセス

図４／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

 

Call clearing 
呼切断復旧 

 
基本呼制御から 

AOC Idle 
 

ＡＯＣ空 

AOC-S  
charging info request 

ＡＯＣ－Ｓ 課金情報要求 

Is AOC-S subscribed 
for all calls ? 

全呼に対してＡＯＣ－Ｓ
加入契約されているか？ 

AOC-S 
invoke 

ＡＯＣ－Ｓ 
インボーク 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ChargingRequest 
return result 

ChargingRequest 
リターンリザルト 

（注２） 
（注１） 

（注１） 

AOC-S Idle 
 

ＡＯＣ－Ｓ空 

Call clearing 
呼切断復旧 

 
基本呼制御から 

AOC-S Idle 
 

ＡＯＣ－Ｓ空 

AOC-S  
charging info request 

ＡＯＣ－Ｓ 課金情報要求 

課金レート 
変更 

FACILITY 
reject 

ファシリティ 
リジェクト 

Call suspended 
呼中断 

 
基本呼制御から 

AOC 
reject indicat ion 

ＡＯＣ 
リジェクト表示 

AOC-S Idle 
 

ＡＯＣ－Ｓ空 

FACILITY 
AOC-S invoke 
ファシリティ 

ＡＯＣ－Ｓインボーク 

AOC-S Idle 
 

ＡＯＣ－Ｓ空 

AOC-S 
Suspended 

ＡＯＣ－Ｓ中断 

AOC-S 
Activated 

ＡＯＣ－Ｓ活性 

注１： 
ユーザが呼毎に要求してもＡＯＣ付加サービスが全て
の呼に 対し て契約 され てい れば、 網は ユー ザに
ChargingRequest リターンリザルトを送る 
（９．１．２節を参照） 

注２： 
呼設定確認 
（SETUP ACKNOWLEDGE）， 
呼設定受付（CALL PROCEEDING）， 
経過表示（PROGRESS）， 
呼出（ALERTING）， 
応答（CONNECT）， 
ファシリティ（FACILITY） 
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ＡＯＣ網側プロセス

図５／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

 

基本呼制御から 

 
－－－－－ 

 

Call  
resumed 
呼 再開 

Has the charging rate been 
changed ? 

課金レートが変更されて
いるか？ 

AOC-S 
invoke 

ＡＯＣ－Ｓ 
インボーク 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

AOC-S Idle 
 

ＡＯＣ－Ｓ 空 

Call clearing 
呼切断復旧 

 

AOC-S  
charging info request  

ＡＯＣ－Ｓ 課金情報要求 

課金レート 
変更 

Record change in charging 
rate 

課金レートの変更を記録 基本呼制御 
から（注） 

AOC Idle 
 

ＡＯＣ 空 

ファシリティ 
（FACILITY） 
再開確認（ RESUME
ACKNOWLEDGE） 

AOC-S 
Suspended 

ＡＯＣ－Ｓ中断 

注： 
 
基本呼が切断復旧されるときの呼識別を伴う理由表示の保持に対する
基本呼オプションのインプリメントに依存して、この動作は、呼の切
断復旧よりはむしろ呼識別の解放時に起こり得る。 
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ＡＯＣ網側プロセス

図６／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

 AOC-D 
Activated 
ＡＯＣ－Ｄ 

活性 

AOC-D 
charging 
request  

ＡＯＣ－Ｄ 
課金情報 

要求 

Call 
clearing 

呼切断復旧 

FACILITY 
reject  

ファシリティ 
リジェクト 

基本呼制御から 
 

FACILITY 
AOC-D 
invoke 

ファシリティ 
ＡＯＣ－Ｄ 
インボーク 

Call 
suspended 
呼中断 

基本呼制御から 
 

AOC 
reject 

indicat ion 
ＡＯＣ 

リジェクト 
表示 

Can the 
charging info 

be sent? 
課金情報は 
送信可能か？ 

Network 
opt ion 

supported? 
網オプションを 
サポートするか？ 

Set  argument 
"chargeNot_ 

Available" 
"chargeNot_ 

Available" 
を設定 

Collect 
charging 

information 
課金情報収集 

SUSP ACK 
AOC-D 
invoke 

中断確認 
ＡＯＣ－Ｄ 
インボーク 

AOC-D 
invoke 

ＡＯＣ－Ｄ 
インボーク 

切断(DISCONNECT)、 
解放(RELEASE)、 
解放完了 
(RELEASE COMPLETE) 

 
 

------------ 

AOC 
Idle 
ＡＯＣ 
空 

AOC-D 
Suspended 
ＡＯＣ－Ｄ 

中断 

Collect 
charging 

information 
課金情報収集 

 
 

------------ 

ＮＯ ＮＯ 

ＹＥＳ 
ＹＥＳ 
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ＡＯＣ網側プロセス

図７／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

 AOC-S 
Suspended 
ＡＯＣ－Ｓ 

中断 

Successful 
resume 
request 

再開要求 
成功 

Call 
clearing 

呼切断復旧 

Can charging 
info be sent? 
課金情報は 
送信可能か？ 

Network 
option 

supported? 
網オプションを 
サポートするか？ 

Set  argument  
"chargeNot_ 

Available" 
"chargeNot_ 

Available" 
を設定 

Collect 
charging 

information 
課金情報収集 

RES REJ 
AOC-D 
invoke 

再開拒否 
ＡＯＣ－Ｄ 
インボーク 

AOC 
Idle 
ＡＯＣ 
空 

Collect 
charging 

information 
課金情報収集 

 
 

------------ 

ＮＯ 

ＮＯ 
ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

Unsuccessful 
resume 
request 

再開要求 
失敗 

ＹＥＳ 

AOC-D 
Activated 
ＡＯＣ－Ｄ 

活性 

RES ACK 
AOC-D 
invoke 

再開確認 
ＡＯＣ－Ｄ 
インボーク 

Network 
option 

supported? 
網オプションを 
サポートするか？ 

ＮＯ 

基本呼制御から 
 

基本呼制御から 
（注） 

基本呼制御から 
 

注： 
基本呼が切断復旧されるときの呼識別を伴う理由表示の保持に対する 
基本呼オプションのインプリメントに依存して、この動作は、呼の切断復 
旧よりはむしろ呼識別の解放時に起こり得る。 
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ＡＯＣ網側プロセス

図８／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

 AOC-E 
Activated 
ＡＯＣ－Ｅ 

活性 

Call 
clearing 

呼切断復旧 

Shall AOC-E 
charging info be 

transferred independent  
of a bearer? 

ＡＯＣ－Ｅ課金情報は 
ベアラと独立して 
転送するか？ 

Can charging 
info be sent? 
課金情報は 
送信可能？ 

Set  argument  
"chargeNot_ 

Available" 
"chargeNot_ 

Available" 
を設定 

Collect 
charging 

information 
課金情報収集 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

Can charging 
info be sent? 
課金情報は 
送信可能か？ 

Set  argument  
"chargeNot_ 

Available" 
"chargeNot_ 

Available" 
を設定 

Collect 
charging 

information 
課金情報収集 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

AOC-E 
invoke 

ＡＯＣ－Ｅ 
インボーク 

AOC 
Idle 
ＡＯＣ 
空 

FACILITY 
AOC-E 
invoke 

ファシリティ 
ＡＯＣ－Ｅ 
インボーク 

AOC 
Idle 
ＡＯＣ 
空 

（注） 
 

AOC-E 
Suspended 
ＡＯＣ－Ｅ 

中断 

Call 
suspended 
呼中断 

FACILITY 
reject  

ファシリティ 
リジェクト 

AOC 
reject 

indicat ion 
ＡＯＣ 

リジェクト 
表示 

 
 

------------ 

ＮＯ 

ＹＥＳ  

基本呼制御から 
 

基本呼制御から 
 

切断 
(DISCONNECT)、 
解放(RELEASE)、 
解放完了 
(RELEASE 
COMPLETE) 

注： 
ユーザ・網インタフェースでベアラと独立して、ＡＯＣ課金情報を
送信する場合、９．２．４節で規定されるように、網は課金情報をフ
ァシリティ（FACILITY）メッセージで送信する。 
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ＡＯＣ網側プロセス

図９／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

 AOC-E 
Suspended 

ＡＯＣ－Ｅ中断 

Call clearing 
 

呼切断復旧 

Collect charging  
information 
課金情報収集 

Call resumed 
 

呼再開 

Unsuccessful 
resume request 
再開要求失敗 

基本呼制御から  
 

（注） 

基本呼制御から 

基本呼制御から 

Set  argument 
“ChargeNotAvailable” 
“ChargeNotAvailable” 
 を設定 

a

RES REJ 
AOC-E invoke 

再開拒否 
AOC-E インボーク 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

Network option 
supported? 

網オプションを 
サポートするか？ 

Can charging 
info be sent? 
課金情報は 
送信可能か？ 

AOC Idle 
 

ＡＯＣ空 

AOC-E Activated 
 

ＡＯＣ－Ｅ活性 

----- 

注： 
 
基本呼が切断復旧されるときの呼識別を伴う理由表示
の保持に対する基本呼オプションのインプリメントに
依存して、この動作は、呼の切断復旧よりはむしろ呼識
別の解放時に起こり得る。 
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付録 Ⅰ
信号フロー

（本付録は本標準の一部分ではない）

以下の信号フローにおいて、ローカル交換機は課金レートあるいは特定の呼に適用される課金に関する

知識を持つものと仮定される。これは、ローカル交換機が網内の他のポイントからこの情報を集める可能

性を排斥するものではない。ユーザ・網インタフェースの信号フローは何れの場合も同一である。図Ⅰ．

１からⅠ．１１を参照。

図Ｉ．１／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

呼設定中のＡＯＣ－ＤあるいはＡＯＣ－Ｅ要求手順

 ユーザ A 空状態 網 

呼設定(SETUP) 

ファシリティ＝ChargingRequest 
              インボーク コンポーネント 
 
              <AOC-D request> 
                 あるいは 
              <AOC-E request> 

呼設定確認(SETUP ACKNOWLEDGE)， 
呼設定受付(CALL PROCEEDING)， 

経過表示(PROGRESS)， 
呼出(ALERTING)， 

           応答(CONNECT)，あるいは 
ファシリティ(FACILITY) 

ファシリティ＝ChargingRequest 
              リターンリザルト コンポーネント 
 
              <”chargingInfoFollows”> 
 
              あるいは 
 
              ChargingRequest 
              リターンエラー コンポーネント 
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図Ｉ．２／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

呼設定中の課金レートに関する情報－呼毎に活性化されるＡＯＣ－Ｓ

-              <AOC

      -              <AOC

 ユーザ A 空状態 網 

呼設定(SETUP)  

ファシリティ＝ChargingRequest 
イ ン ボ ー ク  コンポーネント   

S request> 

呼設定確認(SETUP ACKNOWLEDGE)  
呼設定受付(CALL PROCEEDING)  

経過表示(PROGRESS)  
呼出(ALERTING)  
応答(CONNECT) ，あるいは  

ファシリティ(FACILITY)  

ファシリティ＝ChargingRequest 
         リターンリザルト  コンポーネント  
 

S Info> 
 
         あるいは  
 
              ChargingRequest  
         リターンエラー  コンポーネント  
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図Ｉ．３／ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅱ〕

(ITU-T Q.956.2)

呼設定中の課金レートに関する情報－全ての呼に活性化されるＡＯＣ―Ｓ

 ユーザ A 空状態 網 

呼設定(SETUP) 

呼設定確認(SETUP ACKNOWLEDGE), 
呼設定受付(CALL PROCEEDING), 

経過表示(PROGRESS), 
呼出(ALERTING), 

            応答(CONNECT),あるいは   
ファシリティ(FACILITY) 

ファシリティ＝ChargingRequest  
              インボークコンポーネント 
 
              <AOC-S Info> 
 
              あるいは 
 
              <“chargeNotAvailable”> 
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注－課金レートの変更が生じた場合にのみ送信する。

図Ｉ．４／ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅱ〕

(ITU-T Q.956.2)

呼通信中状態における課金情報の転送

 ユーザ A 通信中状態 網 

ファシリティ(FACILITY) 

ファシリティ＝インボークコンポーネント 
 
              <AOC-S Info> （注） 
 
              あるいは 
 
              <AOC-D Info> 

通信中状態 
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図Ｉ．５／ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅱ〕

(ITU-T Q.956.2)

呼切断復旧フェーズにおける課金情報の転送－発信ユーザからの切断復旧

 ユーザ A 網 

解放(RELEASE) 

ファシリティ＝インボークコンポーネント 
 
              <AOC-S Info> 
 
              あるいは 
 
              <AOC-D Info> 
 
       あるいは 
 
       <AOC-E Info> 
 
       あるいは 
 
       <“chargeNotAvailable”> 
 

空状態 

切断(DISCONNECT) 

解放完了(RELEASE COMPLETE) 
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図Ｉ．６／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

呼切断復旧フェーズにおける課金情報の転送－着信ユーザからの切断復旧

 ユーザＡ 網 

切断（DI SCONNECT） 

解放完了（RELEASE COMPLETE） 

ファシリティ＝インボークコンポーネント 
 
           <AOC-S Info> 
 
           あるいは 
 
           < AOC-D Info> 
 
       あるいは 
 
           <AOC-E Info> 
 
       あるいは 
 
           <”chargeNotAvailable”> 

着信ユーザ 

解放（RELEASE） 

空状態 

切断復旧 
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図Ｉ．７／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

網が解放手順の最初のメッセージとして「解放」(RELEASE)メッセージを

受信した場合の課金情報の転送

 ユーザＡ  網 

空状態 

解放（RELEASE ）  

解放完了（RELEASE COMPLETE）  

ファシリティ＝インボークコンポーネント___ 
 
      <AOC - S Info>  
 
      あるいは 
 
      <AOC - D Info>  
 
      あるいは 
 
      <AOC -E Info>  
 

あるいは  
 
      < “chargeNotAvailable” > 
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図Ｉ．８／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

ユーザ・網インタフェースのベアラと独立した課金情報の転送

ユーザＡ 網

ファシリティ（FACILITY）（ダミーＣＲ）

ファシリティ＝インボークコンポーネント

        　　　<AOC-E Info>

空状態

空状態
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注－網オプションとして、サービス対象ユーザへ累計課金情報を送信可能である。

図Ｉ．９／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

呼中断フェーズにおける課金情報の転送

 ユーザＡ  網 通信中状態 

中断（SUSPEND）  

中断確認（ SUSPEND ACKNOWLEDGE ）  

ファシリティ＝インソークコンポーネント___ 
 
      <AOC -D Info> （注） 
 
      あるいは 
 
      < “chargeNotAvailable” >  

呼中断中 
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注１－中断中に課金レートに変更が生じたときのみ提供される。

注２－「再開確認」(RESUME ACKNOWLEDGE)メッセージに続く最初の「ファシリティ」(FACILITY)メ

ッセージ。課金情報が「再開確認」(RESUME ACKNOWLEDGE) メッセージによって送信されなか

ったときのみ使用される。これは網オプションである。

図Ｉ．１０／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

呼再開フェーズにおける課金情報の転送

 ユーザＡ 網 

通信中状態 

再開（RESUME） 

ファシリティ（FACILITY） 

ファシリティ＝インボークコンポーネント 
 
           <AOC-S Info>      （注１） 
 
           あるいは 
 
           <AOC-D Info> 
 
           あるいは 
 
           < “chargeNotAvailable” > 

呼中断中 

再開確認（RESUME ACKNOWLEDGE） 

ファシリティ＝インボークコンポーネント 
 
           <AOC-S Info>      （注１）
 
           あるいは 
 
           <AOC-D Info> 
 
           あるいは 
 
           < “chargeNotAvailable” > 

（注２） 
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注－本機能の提供は網オプションである。網は、中断呼の呼識別の保持を続ける。網が課金情報を通知す

る場合、その課金情報は、呼識別保持タイマ動作中期間に対して有効なものでなければならない。

図Ｉ．１１／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］

(ITU-T Q.956.2)

呼再開拒否時の課金情報の転送

 ユーザＡ 網 

再開（RESUME） 

呼中断中 

再開拒否（RESUME REJECT） 

ファシリティ＝インボークコンポーネント 
 
           <AOC-D Info> 
 
           あるいは 
 
           <AOC-E Info> 
 
           あるいは 
 
           < “chargeNotAvailable” > 

呼中断中 

（注） 
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ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅱ］標準ＴＴＣ用語対照表 （１／１）

英語 ＴＴＣ標準用語

Advice Of Charge ＡＯＣ

billing identification 課金識別子

charging information 課金情報

charging rate 課金レート

continuous charging method 継続課金方式

cumulative charge 累積課金

deflecting user 転送元ユーザ

delivery 通知

flat rate 定額制

recorded charges 課金記録

special charging arrangement 特別課金契約

special charging code 特別課金コード

step function method ステップ課金方式

transferring user 転送元ユーザ
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〔Ⅲ〕着信課金（REV）

１．概要

　本標準は統合ディジタル網（ISDN）の、ディジタル加入者線信号方式№1（DSS1） の規定点として標

準－Ｉ４１１で定義されたＴ参照点またはＳ／Ｔ一致参照点における、着信課金付加サービス（REV）

のステージ３を規定している。ステージ３ではテレコミュニケーションサービスのサポートに必要なプロ

トコル手順と交換機能を規定している。（勧告Ｉ．１３０参照）

　加えて、本標準は私設ＩＳＤＮ経由のユーザへのサービス提供の参照点であるＴ点でのプロトコル上の

要求条件を規定している。

　本標準は、非ＩＳＤＮのテレコミュニケーションネットワークを経由するユーザへサービス提供する場

合の付加的な要求条件は規定していない。

　着信課金付加サービス（REV）は、実際の通信に関して、使用に即して着信ユーザに課金する付加サー

ビスである。

　着信課金には４つのケースがある。

　ケースＡ）呼設定時に発信ユーザが要求する着信課金

　ケースＢ）通信中に発信ユーザまたは着信ユーザが要求して、呼残部について行う着信課金

　ケースＣ）通信中に着信ユーザが要求して、呼全体について行う着信課金

　ケースＤ）無条件着信課金

　注－課金のオプションが通常課金か着信課金か決まるまでは、発信ユーザに対して伝達能力を提供しな

い。

　着信課金付加サービス（REV）は全てのテレコミュニケーションサービスに適用できる。

　今後は、本標準に適合しているか確認するための試験法を規定する必要がある。

　本標準は、着信課金付加サービス（REV）をサポートしている端末を、公衆ＩＳＤＮにアクセスする際

のＴ参照点またはＳ／Ｔ一致参照点で、そのどちら側かに接続する場合に適用できる。

２．参考

　以下に本文で参照しているＴＴＣ標準／ＩＴＵ－Ｔ勧告および他の参考文献を示す。発行時に示された

版は有効となる。全てのＴＴＣ標準／ＩＴＵ－Ｔ勧告および参考文献は改版されるものである。このため

ＴＴＣ標準／ＩＴＵ－Ｔ勧告のユーザは以下に挙げたＴＴＣ標準／ＩＴＵ－Ｔ勧告および参考文献の最新

版が適用できるかを調査する必要がある。現在有効なＴＴＣ標準一覧は定期的に発行されている。

・標準ＪＴ－Ｉ４１１  第２版（１９９３）：

　ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース規定点及びインタフェース構造

・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０（１９８８）：
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　ＩＳＤＮによるテレコミュニケーションサービスおよびＩＳＤＮ網機能の規定法

・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２（１９９３）：

　ＩＳＤＮ用語集

・標準ＪＴ－Ｑ９３２  第２版（１９９３）：

　ＩＳＤＮ付加サービス制御手順の共通原則

・標準ＪＴ－Ｑ９３１  第６版（１９９３）：

　ディジタル加入者線信号方式（DSS1） －ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース  基本呼制御のレイヤ３

仕様

・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８（１９８８）：

　ＯＳＩ：モデルと記法：サービス定義：抽象構文記法（ASN.1）

・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９（１９８８）：

　リモートオペレーション：記法とサービス定義

・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１０  改訂１版（１９９３）：

　ＩＳＤＮでサポートされるテレコミュニケーションサービスの原則と記法

・標準ＪＴ－Ｑ９５４．１（２０００）：

　ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース複数加入者付加サービス  －　会議通話

・標準ＪＴ－Ｑ９５６（２０００）：

　ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース課金付加サービス  〔Ⅱ〕課金情報通知

・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５３．４（１９９５）：

　ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース呼完了付加サービス  ４章：端末移動

・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｚ．１００（１９８８）：

　機能定義および記述言語

・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７３６．３（１９９５）：

　課金付加サービスの№７信号方式ステージ３記述  ３章：着信課金

３．定義

　本標準のために以下の定義が適用される。

3.1　基本テレコミュニケーション

　ベアラサービスまたはテレサービス。

　「ベアラサービス」と「テレサービス」の意味はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２の２．２節の定義２０２、

２０３に定義されている。

3.2　着信ユーザ

　着信ユーザとは、着信インタフェースで着信呼の提供を受けるユーザである。

3.3　発信ユーザ

　発信ユーザとは、発信インタフェースで発信呼を発生したユーザである。

3.4　インボークコンポーネント

　標準ＪＴ－Ｑ９３２  ８．２．３．１．１節参照。
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3.5　網

　ユーザ・網インタフェースの網側における、ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．１（DSS1）のプロト

コルエンティティである。

3.6　非転送モード

　着信課金が起動されたときの課金機能を発信側で持つ場合を指す。

3.7　リジェクトコンポ－ネント

　標準ＪＴ－Ｑ９３２  ８．２．３．１．１節参照。

3.8　リターンリザルトコンポーネント

　標準ＪＴ－Ｑ９３２  ８．２．３．１．１節参照。

3.9　リターンエラーコンポーネント

　標準ＪＴ－Ｑ９３２  ８．２．３．１．１節参照。

3.10　サービス、テレコミュニケーションサービス

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２の２．２節の定義２０１参照のこと。

3.11　付加サービス

　標準ＪＴ－Ｉ２１０の２．４節参照のこと。

3.12　転送モード

　着信課金が起動されたときの課金機能を着信側で持つ場合を指す。

3.13　ユーザ

　ユーザ・網インタフェースのユーザ側における、ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．１（DSS1）のプ

ロトコルエンティティである。

４．略語

　本標準のために、以下の略語が用いられる。

Fac ：ファシリティ情報要素

INV ：インボークコンポーネント

Not.ind. ：通知識別子情報要素

N（R） ：着信課金通知記述（呼残部）

N（W） ：着信課金通知記述（呼全体）

RE ：リターンエラーコンポーネント

RR ：リターンリザルトコンポーネント

REV ：着信課金付加サービス

REV-I ：着信課金通知オペレーション

REV-R ：着信課金要求オペレーション

REV-T ：着信課金状態（REV-T-Status）オペレーション
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５．解説

ケースＡ

この付加サービスによって、呼ごとに、発信ユーザは呼設定時に着信課金を要求することができ、また、

着信ユーザは課金を受諾、または拒否することができる。

　着信課金付加サービス（REV）の要求が網もしくは着信ユーザにより拒否された場合には呼は切断され

る。

　発信ユーザが明示的に着信課金を要求しない場合には、通常通り発信ユーザに課金される。

　この付加サービスを利用するには、発信ユーザ、着信ユーザが着信課金をそれぞれ、要求し、受諾する

能力を持っていなければならない。

ケースＢ

　この付加サービスによって、発信ユーザや着信ユーザは通信中に着信課金を要求することができる。発

信ユーザがこのサービスを要求したときには、着信ユーザは課金を受諾、または拒否することができる。

　着信課金付加サービス（REV）の要求が網もしくは着信ユーザにより拒否された場合でも、呼は影響を

受けない。

　この付加サービスにより、要求が受諾された瞬間から使用に即した課金が着信ユーザに対して行われる。

　このサービスを利用するには、発信ユーザがこのサービスを要求する場合には、発信ユーザ、着信ユー

ザが着信課金付加サービス（REV）をそれぞれ、要求し、受諾する能力を持っていなければならず、着信

ユーザがこのサービスを要求する場合には、着信ユーザが着信課金付加サービス（REV）を要求する能力

をもっていなければならない。

ケースＣ

　この付加サービスによって、着信ユーザは呼が切断される前に、呼全体に対する着信課金を要求するこ

とができる。

　着信課金付加サービス（REV）の要求が拒否された場合でも、呼は影響を受けない。

　着信ユーザが明示的に着信課金付加サービス（REV）を要求しない場合には、通常通り発信ユーザに課

金される。

　この付加サービスにより、呼の開始からの使用に即した課金が着信ユーザに対して行われる。

　この付加サービスを利用するには、着信ユーザが着信課金を要求する能力をもっていなければならない。

ケースＤ

　この付加サービスによって、全ての呼または、あらかじめ決められた基本サービスに関する全ての呼に

ついて着信ユーザに課金することができる。ユーザからの要求は必要ない。

６．運用上の要求条件

6.1　サービス提供／取消し

　ケースＡ－Ｄの１つあるいはそれ以上の提供は網オプションである。

　発信ユーザはこの付加サービスに加入している必要はない。

　この付加サービスは以下のいずれかにより提供される。

　　・着信ユーザの加入契約

　　・一般的に利用可能

　呼毎着信課金と無条件着信課金は以下の条件の下で実行される。

　　a)　呼毎着信課金（ケースＡ－Ｃ）。着信ユーザの加入契約か一般的に利用可能かの選択は網判断で



ＪＴ－Ｑ９５６ - 62 -

ある。

　　b)　無条件着信課金。着信ユーザの加入契約によってのみ提供される。なぜなら、この場合着信ユー

ザは着信課金を拒否することができないからである。

　　着信課金付加サービス（REV）がＳ／Ｔ一致参照点で提供される場合は、ＩＳＤＮ番号毎に提供され

る。

6.2　発側の網に対する要求条件

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の通常手順を適用する。拡張部分は以下に定義する。

  ケースＡ：

　発側の網はこの付加サービスを９．２．１節に記述されている通りに取り扱う能力を持つ。

  ケースＢ：

　発側の網はこの付加サービスを９．２．２節に記述されている通りに取り扱う能力を持つ。

　ケースＣ：

　発信ユーザへの通知を除いて、特別な要求条件はない。

　ケースＤ：

　発信ユーザへの通知を除いて、特別な要求条件はない。

6.3　着側の網に対する要求条件

  ケースＡ：

　着側の網はこの付加サービスを９．２．１節に記述されている通りに取り扱う能力を持つ。

  ケースＢ：

　着側の網はこの付加サービスを９．２．２節に記述されている通りに取り扱う能力を持つ。

  ケースＣ：

　着側の網はこの付加サービスを９．２．３節に記述されている通りに取り扱う能力を持つ。

  ケースＤ：

　着側の網はこの付加サービスを９．２．４節に記述されている通りに取り扱う能力を持つ。

７．コーディング上の要求条件

7.1　メッセージ

　要求された着信課金付加サービス（REV）のケースによって、「ファシリティ」（FACILITY）メッセ

ージ、「通知」（NOTIFY）メッセージおよび基本呼制御メッセージを使用する。

7.2　付加的な情報要素

7.2.1　ファシリティ情報要素のコーディング

　勧告 X.208 で記述される抽象構文記法１（ASN.1）及び勧告 X．２１９図４/X．２１９に定義される

OPERATION macro（オペレーションマクロ）を用いて、着信課金付加サービス（REV）で必要とするオペ

レーションの定義を表 1/JT-Q956[Ⅲ]および表２/JT-Q956[Ⅲ]に示す。

　オペレーションをコード化するためのコンポーネントの正式な定義は、標準ＪＴ－Ｑ９３２で提供され

る。

　ファシリティ情報要素におけるコンポーネントの内容は、標準ＪＴ－Ｑ９３２の８．２．３ 節で提供

される。



- 63 - ＪＴ－Ｑ９５６

表 1/JT-Q９５６[Ⅲ] 　　Ｓ／Ｔ一致参照点で提供される場合の着信課金付加サービス（REV）

　　    (ITU-T Q.956.3) 　    ファシリティ情報要素のコーディング

Reverse-Charging-Service-Operations-and-Errors ｛ ccitt recommendation q 956 reverse-charging(3) operations-

and-errors(1) ｝

DEFINITIONS ::=

BEGIN

EXPORTS RequestREV, REVIndication, UserIgnored, REVIsAlreadyRunning;

IMPORTS OPERATION, ERROR

FROM

Remote-Operation-Notation ｛joint-iso-ccitt remote-operations(4) notation(0) ｝

userNotSubscribed, rejectedByNetwork, rejectedByUser, notAvailable,

invalidCallState, basicServiceNotProvided,

supplementaryServiceInteractionNotAllowed, resourceUnavailable,

proceduralError

FROM

General-Error-List｛ ccitt recommendation q 950 general-error-list(1) ｝;

RequestREV ::= OPERATION

ARGUMENT case Case

RESULT

ERRORS ｛

userNotSubscribed, rejectedByNetwork, rejectedByUser, notAvailable,

invalidCallState, basicServiceNotProvided,

supplementaryServiceInteractionNotAllowed, resourceUnavailable,

proceduralError, UserIgnored,

REVIsAlreadyRunning ｝

Case  ::= ENUMERATED ｛ caseA(1), caseB(2), caseC(3) ｝

requestREV RequestREV  ::= 60

--　着信課金要求

REVIndication  ::= OPERATION

rEVIndication REVIndication  ::= 61

--　着信課金通知

UserIgnored ::= ERROR

REVIsAlreadyRunning ::= ERROR

userIgnored UserIgnored ::= 45

--　ユーザによる無視

rEVIsAlreadyRunning REVIsAlreadyRunning ::=49
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--　着信課金付加サービス（REV）はすでに実行中

END   --　着信課金付加サービス（REV）  オペレーションの終了

表２/JT-Q９５６[Ⅲ] 　　着信課金付加サービス（REV）ファシリティ情報要素の

　　　　      (ITU-T Q.956.3)       コーディング　（私設 ISDN 網とのインターワークの場合）

Reverse-Charging-Service-Private-Networks-Operation ｛ ccitt recommendation q 956 reverse-charging(3) private-

networks operation(2) ｝

DEFINITIONS ::=

BEGIN

EXPORTS REV-T-Status;

IMPORTS OPERATION,ERROR

FROM

Remote-Operation-Notation ｛joint-iso-ccitt remote-operations(4) notation(0) ｝;

REV-T-Status ::= OPERATION

ARGUMENT status Status

Status ::= ENUMERATED ｛ wholeCall(1),

                                              --　呼全体

                                forTheRestOfTheCall(2)

                                              --　呼残部

                                     ｝

rEV-T-Status REV-T-Status   ::=62

                                              --　着信課金状態

END -- 着信課金付加サービス（REV） プライベートネットワークオペレーションの終了

7.2.2　通知識別子情報要素のコーディング

　通知識別子情報要素はケースＢ（着信ユーザによる要求）、ケースＣおよびケースＤで着信課金通知の

ために用いられる。網は着信課金通知を発信ユーザへ送出する。表３/ＪＴ－Ｑ９５６[Ⅲ]を参照。
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表３/JT-Q９５６[Ⅲ] 　　着信課金付加サービス（REV）のための通知識別子

　　　　　　    (ITU-T Q.956.3)       情報要素　コードポイント

　　　　　　　　通知内容（Notification description）（オクテット３）

　　　　　　　　　　ビット  ７６５４３２１

１１０１１１０      着信課金（呼全体）

１１０１１１１      着信課金（呼残部）

ＴＴＣ注－呼全体とは、呼の課金対象区間全体を意味する。呼残部とは、呼の課金対象区間のうち着信課

金付加サービス（REV）が成功した時点以降の区間を意味する。

８．状態定義

　動的記述（SDL）において次のような状態が使用されている。

　着信課金空き：着信課金付加サービス（REV）が要求されていない。

　着信課金要求：着信課金付加サービス（REV）が要求され、応答を待っている。

　着信課金通知：着信課金要求（RequestREV）インボークコンポーネントを含んだメッセージが受信され

た。

　着信課金中　：着信課金付加サービス（REV）が活性化され、例えば着信課金要求が網に意識されてい

る。

　これらの状態はプロトコルを定義するためのものであって、インプリメントされる必要はない。

９．Ｓ／Ｔ一致参照点における信号手順

9.1　サービスの開始／停止／登録

　適用されない

9.2　インボケーションと動作

9.2.1　ケースＡ

9.2.1.1　通常動作

9.2.1.1.1　発信側加入者線交換機での動作

　ケースＡで着信課金付加サービス（REV）を要求するには、発信ユーザはファシリティ情報要素にケー

スＡを示す着信課金要求（RequestREV）インボークコンポーネントを含む「呼設定」（SETUP）メッセー

ジを網に送出する。発信側加入者線交換機では「呼設定」（SETUP）メッセージ中のこの要求を受信した

時にこの付加サービスが提供できるかチェックする。例えば以下をチェックする。

　－付加サービスの相互作用は許容される。（１２章参照）

　－№７信号方式が本付加サービスをサポートしている。

　これらのチェックが成功ならば、発信側加入者線交換機では基本呼要求と一緒に網側へこの情報を転送

する。
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9.2.1.1.1.1　着信課金付加サービス（REV）受諾の受信

　呼と着信課金付加サービス（REV）が着信ユーザによって受諾された旨の通知を網から受信した発信側

加入者線交換機は、ファシリティ情報要素中の着信課金要求（RequestREV）リターンリザルトコンポーネ

ントを含む「応答」（CONNECT）メッセージを発信ユーザへ送出する。

発信ユーザにはこの呼は課金されない。

　ケースＤが着信側で適用されるならば、網からのこの通知を受信した発信側加入者線交換機では着信課

金要求（RequestREV）リターンリザルトコンポーネントの他に、通知識別子情報要素に「着信課金（呼全

体）」通知の表示を含めた「応答」（CONNECT）メッセージを発信ユーザへ送出する。（１２．２１節

参照）

9.2.1.1.1.2　呼解放通知の受信

　発信側加入者線交換機は網から呼解放表示を受信するとき、網から受信するエラー（もしあるならば）

と理由表示を各々表示するファシリティ情報要素と理由表示情報要素を含めた「切断」（DISCONNECT）

メッセージを発信ユーザへ送出する。

9.2.1.1.2　着信側加入者線交換機での動作

9.2.1.1.2.1　網動作

　着信側加入者線交換機は、着信課金付加サービス（REV）要求を含んだ網からの呼設定通知を受信した

時、以下をチェックする。（基本呼制御手順に追加）

　－着信課金付加サービス（REV）のケースＤが適用されない。

　－着信ユーザに加入契約が存在する。（オプション）

　これらのチェックが成功した場合に、着信側加入者線交換機は、ファシリティ情報要素にケースＡを示

す着信課金要求（RequestREV）インボークコンポーネントを含めた「呼設定」（SETUP）メッセージを着

信ユーザに送信する。

　それ以外は、基本呼制御手順が適用される。（標準ＪＴ－Ｑ９３１の５章参照）

9.2.1.1.2.1.1　着信課金付加サ－ビス（REV）と呼の受諾

　着信側加入者線交換機は、着信課金要求（RequestREV）のリターンリザルトコンポーネントが示すファ

シリティ情報要素を付加した「応答」（CONNECT）メッセージを受信した場合、発信ユーザに本情報を

送信するとともに、本呼に対して着信ユーザに課金する。

　もし、ケースＤを本呼に適用するならば、着信側加入者線交換機は、着信ユーザへ着信課金付加サービ

ス（REV）の要求を送信してはならない。　そして、着信ユーザからの「応答」（CONNECT）メッセー

ジ受信時、着信側加入者線交換機は着信課金付加サービス（REV）のリターンリザルトコンポーネントと

着信課金付加サービス（REV）の通知を生成し、呼の受諾通知とともに本情報を網に送信する。（１２．

２１節　参照）

9.2.1.1.2.1.2　呼あるいは着信課金付加サービス（REV）の拒否

　着信側加入者線交換機が着信課金付加サービス（REV）の拒否の結果として、着信ユーザから各々エラ

ー及び理由表示を示すファシリティ及び理由表示情報要素をともなった、一つまたは複数の呼切断復旧メ

ッセージを受信した場合、この情報は発信ユーザに転送される。

　複数の呼切断復旧メッセージを受信した場合、網は呼切断復旧手順が完了するまで、標準ＪＴ－Ｑ９３
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１の５．２．５．３節に従って、理由表示の保持と同様にファシリティ情報要素を保持する。

　網がファシリティ情報要素を保持する場合、以下の手順が適用される。

　着信ユーザから受信した本理由表示が発信ユーザに返送されるイベントで、関連するファシリティ情報

要素もまた返送される。

　優先順位が同位の理由表示を含む複数の呼切断復旧メッセージが存在する場合、呼切断復旧メッセージ

に含まれる最初のファシリティ情報要素が、発信ユーザに転送される。最優先の理由表示を備えた呼切断

復旧メッセージに、一切ファシリティ情報要素が含まれず、理由表示が＃２９“ファシリティ拒否”であ

る場合、エラー“ユーザによる拒否”が発信ユーザに転送される。　最優先の理由表示を備えた呼切断復

旧メッセージに、一切ファシリティ情報要素が含まれず、理由表示が＃２９“ファシリティ拒否”でない

場合、エラー“基本サービス失敗”が発信ユーザに転送される。

9.2.1.1.2.2　ユーザ動作

　着信ユーザは呼及び課金されることを受諾した場合、着信課金要求（RequestREV）リターンリザルトコ

ンポーネントをファシリティ情報要素に付加した「応答」（CONNECT）メッセージを送信する。

　着信ユーザは課金されることを受諾しない場合、エラー“ユーザによる拒否”と理由表示＃２９“ファ

シリティ拒否”が各々示されているファシリティ及び理由表示情報要素を付加して呼切断復旧メッセージ

を送信する。

　着信ユーザが呼を受付なかった場合、基本呼制御手順が適用される。（標準ＪＴ－Ｑ９３１の５．２節

と５．３節参照）

9.2.1.2　例外手順

　一般の例外手順は標準ＪＴ－Ｑ９３２の６．３．６節に、また着信課金付加サービス（REV）に特有な

例外手順は以下に記述される。

9.2.1.2.1  要求の拒否

　着信課金付加サービス（REV）の要求が網または着信ユーザに拒否されると、網は標準ＪＴ－Ｑ９３１

の５章に従って呼切断復旧手順を開始する。発信ユーザに送信される「切断」（DISCONNECT）メッセー

ジは、以下の着信課金要求（RequestREV）リターンエラーの内の１つをファシリティ情報要素に、また以

下の理由表示の内の１つを含む。

ｉ）網による拒否：

　－網が本付加サービスをサポートしているが提供できない場合（例えば信号能力が限界である場合）網

から発信ユーザに送信される最初の呼切断復旧メッセージは、エラー“一時的リソース利用不可”お

よび理由表示＃２９“ファシリティ拒否”を含む。

　－着信ユーザの加入契約オプションが適していない場合、網から発信ユーザに送信される「切断」

（DISCONNECT）メッセージはエラー“ユーザ未契約”および理由表示＃２９“ファシリティ拒否”

を含む。

　－付加サービスの相互作用が許容されていない場合、網から発信ユーザに送信される「切断」

（DISCONNECT）メッセージは、エラー“相互作用の許されない付加サービス”および理由表示＃２

９“ファシリティ拒否”を含む。
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　ＴＴＣ注－ＩＴＵ－Ｔ勧告には相互作用の例が記述されていたが、条件等が不明確なため本標準では削

除した。

ⅱ）着信ユーザによる拒否：

　－着信ユーザが、呼は受諾しても着信課金付加サービス（REV）の要求を無視し、着信課金要求

（RequestREV）リターンリザルトコンポーネントが「応答」（CONNECT）メッセージ（選択された

呼）に含めない場合、網は発信ユーザにエラー“ユーザによる無視”および理由表示＃２９“ファシ

リティ拒否”を含んだ「切断」（DISCONNECT）メッセージを送信する。

　－着信ユーザが、呼は受諾しても着信課金要求（RequestREV）リターンエラーコンポーネントまたはリ

ジェクトコンポーネントを送信して着信課金付加サービス（REV）の要求を拒否した場合、エラーが

着信課金付加サービス（REV）に適切な値ならば、網から発信ユーザに送信する「切断」

（DISCONNECT）メッセージには、同じエラーおよび理由表示＃２９“ファシリティ拒否”を含む。

着信ユーザが着信課金付加サービス（REV）に対して間違ったエラーまたはリジェクトコンポーネン

トを返送した場合、網から発信ユーザに送信する「切断」（DISCONNECT）メッセージには、エラー

“利用不可”および理由表示＃２９“ファシリティ拒否”を含む。

　両ケースにおいて、網は着信ユーザに理由表示＃２９“ファシリティ拒否”を含んで、標準ＪＴ－Ｑ９

３１の５．３節に従った呼切断復旧メッセージを送信する。

9.2.1.2.2  呼の拒否

　呼自体が網または着信ユーザに受諾されない場合：

　－着側ユーザ・網インタフェースでは、基本呼制御手順が適用される。発信ユーザに送信される「切

断」（DISCONNECT）メッセージはエラー“基本サービス失敗”と基本呼制御手順（標準ＪＴ－Ｑ９

３１の５章参照）に従った理由表示を含む。

　－発側ユーザ・網インタフェースでは、網が呼の拒否と着信課金付加サービス（REV）の拒否を区別で

きるならば、網から発信ユーザに送信される最初の呼切断復旧メッセージは、エラー“基本サービス

失敗”および基本呼制御手順（標準ＪＴ－Ｑ９３１の５章参照）に従った理由表示を含む。

　その後、基本呼制御の切断復旧手順が適用される（標準ＪＴ－Ｑ９３１の５章参照）。

9.2.1.2.3　その他の例外手順

網が「呼設定」（SETUP）メッセージ以外の任意のメッセージにてケースＡを示す着信課金要求

（RequestREV）インボークコンポーネントを受信した場合、網は適切なメッセージにてエラー“手順誤

り”をユーザに送信する。

　着信ユーザが着信課金付加サービス（REV）の受諾または拒否を伴わずに呼切断復旧メッセージを送信

し、理由表示が＃２９“ファシリティ拒否”の場合、網はエラー“ユーザによる拒否”を発信ユーザに送

信する。

　着信ユーザが着信課金付加サービス（REV）の受諾または拒否を伴わずに呼切断復旧メッセージを送信
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し、理由表示が＃２９“ファシリティ拒否”ではない場合、網はエラー“基本サービス失敗”を発信ユー

ザに送信する。

　着信ユーザが「応答」（CONNECT）メッセージ以外のメッセージで網にリターンリザルトコンポーネ

ントを送信すると、これは廃棄され呼は継続される。

　着信ユーザが呼切断復旧メッセージまたは「応答」（CONNECT）メッセージ以外のメッセージで網に

リターンエラーコンポーネントを送信すると、これは廃棄され呼は継続される。

　着信ユーザが「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージまたは「応答」（CONNECT） メッセ

ージ以外のメッセージで網にリジェクトコンポーネントを送信すると、これは廃棄され呼は継続される。

9.2.2　ケースＢ

9.2.2.1 　発信ユーザからの要求

9.2.2.1.1　通常動作

9.2.2.1.1.1　発信側加入者線交換機での動作

　ケースＢの着信課金付加サービス（REV）の要求では、通信中にある発信ユーザが網に対し、ファシリ

ティ情報要素にケースＢを示す着信課金要求（RequestREV）インボークコンポーネントを含めた「ファシ

リティ」（FACILITY）メッセージを送信する。

　この要求のある「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを受けた発信側加入者線交換機では、この

付加サービスが提供できるか否かチェックを行う。例えば、

　－呼状態は通信中、

　－付加サービスの相互作用は許容される（１２章参照）、

　－№７信号方式が本付加サービスをサポートしている。

　－着信課金付加サービス（REV）を実行していない。

これらの条件に適合する場合、発信側加入者線交換機は網側にこれらの情報を転送する。

9.2.2.1.1.1.1　着信課金付加サービス（REV）受諾の受信

　着信ユーザが着信課金付加サービス（REV）の要求を受諾するという通知を網より受けた発信側加入者

線交換機は、以下の動作を行う。

　－発信ユーザへの課金を停止する、

　－着信ユーザへの呼残部の課金を開始する（網が非転送モードを適用する場合）、

　－ファシリティ情報要素に着信課金要求（RequestREV）リターンリザルトコンポーネントを含めた「フ

ァシリティ」（FACILITY）メッセージを発信ユーザへ送信する。

9.2.2.1.1.1.2　着信課金付加サービス（REV）拒否の受信

　着信ユーザが着信課金付加サービス（REV）の要求を拒否するという通知を網より受けた発信側加入者

線交換機は、ファシリティ情報要素に網からエラーを受信したことを示す「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージを発信ユーザへ送信する。呼には影響しない。

9.2.2.1.1.2　着信側加入者線交換機での動作

9.2.2.1.1.2.1　網動作

　着信側加入者線交換機が発信ユーザからの着信課金付加サービス（REV）要求を受けた場合、以下のチ
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ェックを行う。

　－呼状態は通信中、

　－着信ユーザに加入契約がある。（オプション）

　これらの条件が満たされた場合、着信側加入者線交換機はファシリティ情報要素にケースＢを示す着信

課金要求（RequestREV）インボークコンポーネントを含んだ「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ

を着信ユーザに送信し、着信課金無効タイマ（T-rev）を開始する。

9.2.2.1.1.2.1.1　着信課金付加サービス（REV）の受諾

　着信課金無効タイマ（T-rev）がまだ動作している間に、着信側加入者線交換機がファシリティ情報要素

に着信課金要求（RequestREV）リターンリザルトコンポーネントを含んだ「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージを受信した場合、着信側加入者線交換機は、

　－着信ユーザへの呼残部の課金を開始する、（網が転送モードを適用する場合）

　－引き続き、この情報を網に送信する、

　－着信課金無効タイマ（T-rev）を停止する。

9.2.2.1.1.2.1.2　着信課金付加サービス（REV）の拒否

　着信課金無効タイマ（T-rev）がまだ動作している間に、着信側加入者線交換機が着信課金付加サービス

（REV）リターンエラーコンポーネントのファシリティ情報要素を含んだ「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージを受信した場合、着信側加入者線交換機は、

　－引き続き、この情報を網に送信する、

　－着信課金無効タイマ（T-rev）を停止する。

　呼には影響しない。

9.2.2.1.1.2.2　ユーザ動作

　着信ユーザが課金されることを受諾する場合、着信課金要求（RequestREV）リターンリザルトコンポー

ネントを示すファシリティ情報要素を含んだ「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを送出する。

　着信ユーザが課金されることを受諾しない場合、それぞれエラー“ユーザによる拒否”と理由表示＃

２９“ファシリティ拒否”を示すファシリティ情報要素と理由表示情報要素を含んだ呼切断復旧メッセー

ジを送出する。

9.2.2.1.2　例外手順

　一般の例外手順は標準ＪＴ－Ｑ９３２の６．３．６節に、また着信課金付加サービス（REV） に特有

な例外手順は以下に記述される。

　着信課金付加サービス（REV）の要求が網あるいは着信ユーザにより拒否された場合、存在している呼

は影響されずに残り、発信ユーザは継続して課金される。更に、発信ユーザに返送される「ファシリテ

ィ」（FACILITY）メッセージは、ファシリティ情報要素内に以下に示す着信課金要求（RequestREV）リ

ターンエラーの内の１つを含む。

ⅰ）網による拒否

　－網が、本付加サービスをサポートしているが提供できない場合（例えば、信号能力が限界である場

合）、発信ユーザに送信される「ファシリティ」（FACILITY）メッセージは、エラー“一時的リソ

ース利用不可”を含む。
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　－着信ユーザの加入契約オプションが存在しない場合、発信ユーザに送信される「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージは、エラー“ユーザ未契約”を含む。

　－インタフェースの発側あるいは着側の網において呼が通信中状態にない場合、発信ユーザに送信され

る「ファシリティ」（FACILITY）メッセージは、エラー“無効な呼状態”を含む。

　－付加サービスの相互作用が許容されない場合、発信ユーザに送信される「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージは、エラー“相互作用の許されない付加サービス”を含む。

　－着信課金付加サービス（REV）が、すでに実行中である場合、発信ユーザに送信される「ファシリテ

ィ」（FACILITY）メッセージは、エラー“着信課金付加サービス（REV）はすでに実行中”を含む。

　注－着信課金付加サービス（REV）が、すでに実行中である場合、網はオプションとして通知識別子情

報要素内に「着信課金（呼全体）」あるいは「着信課金（呼残部）」通知の表示を含んでもよい。

ⅱ）ユーザによる無視または拒否

　－網側の着信課金無効タイマ（T-rev）が満了した場合、網から発信ユーザへ送信される「ファシリテ

ィ」（FACILITY）メッセージは、エラー“ユーザによる無視”を含む。

－着信ユーザに「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを送信した後に着側の網が、該当ユーザか

ら着信課金付加サービス（REV）リターンエラーコンポーネントあるいはリジェクトコンポーネント

を受信した場合、発信ユーザに送信される「ファシリティ」（FACILITY）メッセージは、着信課金

付加サービ ISCOV）に対する正しいエラーの場合は同一のエラーを含み、着信ユーザが着信課金付加

サービス（REV）に対して誤ったリターンエラーまたはリジェクトコンポーネントを返送した場合は、

発信ユーザに送信される「ファシリティ」（FACILITY）メッセージは、エラー“利用不可”を含む。

発側網が「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ以外の任意のメッセージにてケースＢを示す着信

課金要求（RequestREV）インボークコンポーネントを受信した場合、網は適切なメッセージにてエラー

“手順誤り”を発信ユーザに送信する。

9.2.2.2　着信ユーザからの要求

9.2.2.2.1　通常動作

9.2.2.2.1.1　発信側加入者線交換機での動作

　着側において着信課金付加サービス（REV）のケースＢを適用する通知を網より受けた発信側加入者線

交換機は、以下の動作を行う。

　－発信ユーザへの課金を停止する、

　－着信ユーザへの呼残部の課金を開始する（網が非転送モードを適用する場合）、

　－通知識別子情報要素に「着信課金（呼残部）」通知の表示を含めた「通知」（NOTIFY）メッセージ

を発信ユーザへ送信する、

　－着信課金付加サービス（REV）の確認を網に返送する。

9.2.2.2.1.2　着信側加入者線交換機での動作

　ケースＢを要求するためには、呼が通信中状態である着信ユーザがファシリティ情報要素にケースＢを

示す着信課金要求（RequestREV）インボークコンポーネントを含んだ「ファシリティ」（FACILITY）メ

ッセージを網に送出する。この要求を受けた着信側加入者線交換機は以下のチェックを行う。

　－着信課金付加サービス（REV）を実行していない、

　－呼状態は通信中、
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　－着信ユーザに加入契約がある、（オプション）

　－網信号能力が満たされる、

　－付加サービスの相互作用が許容されている。

　これらの条件が満たされた場合、着信側加入者線交換機は網にこの要求を送信する。そして着信課金付

加サービス（REV）の網からの確認を受信した場合、着信側加入者線交換機は、

　－着信ユーザへの呼残部の課金を開始する、（網が転送モードを適用する場合）

　－着信ユーザへファシリティ情報要素にケースＢを示す着信課金要求（RequestREV）リターンリザルト

コンポーネントを含んだ「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを返送する。

9.2.2.2.2　例外手順

　一般の例外手順は標準ＪＴ－Ｑ９３２の６．３．６節に、また着信課金付加サービス（REV） に特有

な例外手順は以下に記述される。

　着信課金付加サービス（REV）の要求が網により拒否された場合、存在している呼は影響されずに残り、

発信ユーザは継続して課金される。更に、着信ユーザに返送される「ファシリティ」（FACILITY）メッ

セージは、ファシリティ情報要素内に以下に示す着信課金要求（RequestREV）リターンエラーの内の１つ

を含む。

　－網が、本付加サービスをサポートしているが提供できない場合（例えば、信号能力が限界である場

合）、着信ユーザに送信される「ファシリティ」（FACILITY）メッセージは、エラー“一時的リソ

ース利用不可”を含む。

　－着信ユーザの加入契約オプションが存在しない場合、着信ユーザに送信される「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージは、エラー“ユーザ未契約”を含む。

　－インタフェースの着側の網において呼が通信中状態にない場合、着信ユーザに送信される「ファシリ

ティ」（FACILITY）メッセージは、エラー“無効な呼状態”を含む。

　－付加サービスの相互作用が許容されない場合、着信ユーザに送信される「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージは、エラー“相互作用の許されない付加サービス”を含む。

　ＴＴＣ注－ＩＴＵ－Ｔ勧告には相互作用の例が記述されていたが条件等が不明確なため本標準では削除

した。

　－着信課金付加サービス（REV）が、すでに実行中である場合、着信ユーザに送信される「ファシリテ

ィ」（FACILITY）メッセージは、エラー“着信課金付加サービス（REV）はすでに実行中”を含む。

　注－着信課金付加サービス（REV）が、すでに実行中である場合、網はオプションとして通知識別子情

報要素内に「着信課金（呼全体）」あるいは「着信課金（呼残部）」通知の表示を含んでもよい。

着側網が「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ以外の任意のメッセージにてケースＢを示す着信

課金要求（RequestREV）インボークコンポーネントを受信した場合、網は適切なメッセージにてエラー

“手順誤り”を着信ユーザに送信する。
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9.2.3　ケースＣ

9.2.3.1　通常動作

9.2.3.1.1　発信側加入者線交換機での動作

　着側において着信課金付加サービス（REV）のケースＣを適用する通知を網より受けた発信側加入者線

交換機は、以下の動作を行う。

　－全ての利用に即した課金を発信ユーザから着信ユーザへ付け替える、

　－通知識別子情報要素に「着信課金（呼全体）」通知の表示を含めた「通知」（NOTIFY）メッセージ

を発信ユーザへ送信する、

　－着信課金付加サービス（REV）の確認を網に返送する（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７３６の３章参照）。

　発信ユーザはこの呼については課金されない。

9.2.3.1.2　着信側加入者線交換機での動作

　着信課金付加サービス（REV） ケースＣを要求するためには、呼が通信中状態であるときに着信ユー

ザはケースＣを示した着信課金要求（RequestREV）インボークコンポーネントをファシリティ情報要素に

含んだ「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを網に送信する。

　この要求を受信した着信側加入者線交換機は以下をチェックする。

　－着信課金付加サービス（REV）を実行していない

　－呼状態が通信中

　－着信ユーザの加入契約が存在する（オプション）

　－№７信号方式が本付加サービスをサポートしている

　－付加サービスの相互作用は許容される

　これらの条件が満たされると着信側加入者線交換機は、この要求を網に転送する。網からの着信課金付

加サービス（REV）の確認を受信したら、以下を実行する。

　－呼全体を着信ユーザに課金する。（網が転送モードを適用する場合）

　－着信課金要求（RequestREV）リターンリザルトコンポーネントをファシリティ情報要素に含んだ「フ

ァシリティ」（FACILITY）メッセージを着信ユーザに送信する。

9.2.3.2　例外手順

　一般の例外手順は標準ＪＴ－Ｑ９３２の６．３．６節に、また着信課金付加サービス（REV） に特有

な例外手順は以下に記述される。

　着信課金付加サービス（REV）の要求が網により拒否された場合、存在している呼は影響されずに残り、

発信ユーザは継続して課金される。更に、着信ユーザに返送される「ファシリティ」（FACILITY）メッ

セージは、ファシリティ情報要素内に以下に示す着信課金要求（RequestREV）リターンエラーの内の１つ

を含む。

　－網が、この付加サービスをサポートしているが提供していない場合（例えば、信号能力が限定されて

いる場合）、着信ユーザにおくられる「ファシリティ」（FACILITY）メッセージは、エラー“一時

的リソース提供不可”を含む。
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　－着信ユーザ加入者契約オプションが存在しない場合、着信ユーザに送信される「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージは、エラー“ユーザ未契約”を含む。

　－インタフェースの着側の網において呼が通信中状態にない場合、着信ユーザに送信される「ファシリ

ティ」（FACILITY）メッセージは、エラー“無効な呼状態”を含む。

　－付加サービスの相互作用が許容されない場合、着信ユーザに送信される「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージは、エラー“相互作用の許されない付加サービス”を含む。

　ＴＴＣ注－ＩＴＵ－Ｔ勧告には相互作用の例が記述されていたが、条件などが不明確なため本標準では

削除した。

　－着信課金付加サービス（REV）が、すでに実行中である場合、着信ユーザに送信される「ファシリテ

ィ」（FACILITY）メッセージは、エラー“着信課金付加サービス（REV）はすでに実行中”を含む。

　注－着信課金付加サービス（REV）が、すでに実行中である場合、網はオプションとして、通知識別子

情報要素内に「着信課金（呼全体）」あるいは「着信課金（呼残部）」通知の表示を含んでもよい。

網が「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ以外の任意のメッセージにてケースＣを示す着信課金

要求（RequestREV）インボークコンポーネントを受信した場合、網は適切なメッセージにてエラー“手順

誤り”をユーザに送信する。

9.2.4　ケースＤ

9.2.4.1　通常動作

9.2.4.1.1　発信側加入者線交換機での動作

　呼設定に関連して、着側において着信課金付加サービス（REV）を適用する通知を網より受けた発信側

加入者線交換機は、通知識別子情報要素に「着信課金(呼全体)」通知の表示を含めた「応答」(CONNECT)

メッセージを発信ユーザへ送信する。

　発信ユーザはこの呼については課金されない。

9.2.4.1.2　着信側加入者線交換機での動作

　この付加サービスに契約しているユーザに呼が着信すると、網はその呼を着信課金にすべきかをチェッ

クし（契約オプションにより、着信課金付加サービス（REV）は全てのサービスに、またはその一部にの

み適用する）、もし着信課金にすべきなら以下を実行する。

　－着信ユーザに着信課金通知（REVIndication）インボークコンポーネントをファシリティ情報要素に含

んだ「呼設定」（SETUP） メッセージを送信する。

　－網に着信課金付加サービス（REV）の通知を転送する。

　－網はこの呼が着信ユーザに課金されること以外は通常の呼制御手順を継続する。

9.2.4.2　例外手順

　一般の例外手順は標準ＪＴ－Ｑ９３２の 6.3.6 節に記述され、また着信課金付加サービス（REV） に特

有な例外手順は特定されない。
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10．私設ＩＳＤＮとの相互作用のためのＴ点手順

　以下に記述された例外とともに９章で規定された手順が適用される。

　発信側加入者線交換機が網から、着側において着信課金付加サービス（REV）ケースＢまたはケースＣ

が適用されていることの表示を受信したとき、私設ＩＳＤＮに対して通知識別子情報要素に「着信課金

（呼残部／呼全体）」の通知を含む「通知」（NOTIFY）メッセージの代わりに、ファシリティ情報要素

に着信課金状態（REV-T-Status）（呼残部／呼全体）インボークコンポーネントを含む「ファシリティ」

（FACILITY）メッセージが送信される。

　発信側加入者線交換機が網から、受け付けられた呼に関して着側において着信課金付加サービス

（REV）ケースＤが適用されていることの表示を受信したとき、私設ＩＳＤＮに対して通知識別子情報要

素に「着信課金（呼全体）」の通知を含む代わりに、ファシリティ情報要素に着信課金状態（REV-T-

Status） （呼全体） インボークコンポーネントを含む「応答」（CONNECT）メッセージが送信される。

11．他網との相互作用

11.1　非ＩＳＤＮとの相互作用

　着信課金付加サービス（REV）をサポートしていない網への関門交換機において着信課金要求が失敗し

た場合、

　－ケースＡ　発信ユーザへ返送される「切断」（DISCONNECT）メッセージに、エラー“網による拒

否”と理由表示＃２９“ファシリティ拒否”が含まれる、

　－ケースＢ　発信ユーザあるいは着信ユーザに返送される「ファシリティ」（FACILITY）メッセージ

に、エラー“網による拒否”が含まれる、

　－ケースＣ　着信ユーザに返送される「ファシリティ」（FACILITY）メッセージに、エラー“網によ

る拒否”が含まれる、

　－ケースＤ　ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．１（DSS1）には影響しない。

　着信課金通知をサポートしていない網への関門交換機において着信課金通知（ケースＢ、ケースＣ、ま

たはケースＤに対する）が失敗した場合、着信ユーザに対しては何の情報も送られない。

12．他の付加サービスとの相互作用

12.1　コールウェイティング（CW）

　影響無し。

12.2　コールトランスファ（CT）

　現在のところ相互作用無し。

12.3　接続先番号通知（COLP）

　影響無し。

12.4　接続先番号通知制限（COLR）

　影響無し。
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12.5　発信者番号通知（CLIP）

　影響無し。

12.6　発信者番号通知制限（CLIR）

　影響無し。

12.7　閉域接続付加サービス（CUG）

　影響無し。

12.8　会議通話（CONF）

12.8.1　着信課金付加サービス（REV）が会議の制御者により要求された場合

　ケース A 及びケース D に関しては、影響無し

　ケース B 及びケース C に関しては、網が会議の制御者より着信課金付加サービス（REV）の要求を受け

た場合、９．２．２．２節（ケースＢ）、９．２．３．２節（ケースＣ）にそれぞれ、記述されている様

に、網はリターンエラー“相互作用の許されない付加サービス”でこの要求を拒否する。

12.8.2　着信課金付加サービス（REV）が会議の参加者により要求された場合

　標準ＪＴ－Ｑ９５４．１を参照。

12.9　ダイレクトダイヤルイン（DDI）

　影響無し。

12.10　着信転送系サービス

12.10.1　着信課金付加サービス（REV）が転送呼の発信ユーザにより要求された場合（ユーザＡ、legＡ

－＞Ｂ1）

－ケースＡ

　着信課金付加サービス（REV）のケースＡが転送呼の発信ユーザより要求されたならば、網は以下の場

合を除いて９．２．１．２．１節に従ってこの要求を拒否する。

　　－着信課金付加サービス（REV）のケースＤが着信転送サービス対象ユーザインタフェースに適用さ

れる場合

　　－着信転送サービス対象ユーザインタフェースが網に対し、9.2.4.1.2 節に従ってこの課金転送を許可

するように通知した場合

－ケースＢ

　着信課金付加サービス（REV）のケースＢが転送呼の発信ユーザより要求されたならば、9.2.2.1.2 節に

従って、網はこの要求を拒否する。

－ケースＣ及びケースＤ

　適用されない。

12.10.2　着信課金付加サービス（REV）が着信転送サービス対象ユーザにより要求された場合

－ケースＡ、ケースＢ及びケースＣ

　適用されない。

－ケースＤ

影響しない。（着信課金付加サービス（REV）はＡ－＞Ｂ1　または　Ｂm-1－＞Ｂmlegs に適用され
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る。）

12.10.3　着信課金付加サービス（REV）が転送先ユーザにより要求された場合

－ケースＡ及びケースＢ（発信ユーザによる要求）

　適用されない。

－ケースＢ（着信ユーザによる要求）、ケースＣ及びケースＤ

　影響しない。（着信課金付加サービス（REV）は  Ｂm －＞Ｃleg に適用される。）

12.11　代表（LH）

　影響しない。

12.12　三者通話（3PTY）

　影響しない。

12.13　ユーザ・ユーザ情報転送付加サービス（UUS）

　着信課金付加サービス（REV）　ケースＡ：

　　　　ユーザ・ユーザ情報（UUI）は着信ユーザに課金される。

　着信課金付加サービス（REV）　ケースＢ：

　　　　着信課金付加サービス（REV）が適用されるまでは、ユーザ・ユーザ情報（UUI）は正規の課金

原則に基づく。適用後は、ユーザ・ユーザ情報（UUI）は着信ユーザに課金される。

　着信課金付加サービス（REV）　ケースＣ：

　　　　ユーザ・ユーザ情報（UUI）は着信ユーザに課金される。

　着信課金付加サービス（REV）　ケースＤ：

　　　　ユーザ・ユーザ情報（UUI）は着信ユーザに課金される。

12.14　複数加入者番号付加サービス（MSN）

　影響しない。

12.15　保留サービス（HOLD）

　影響しない。

12.16　課金情報通知（AOC）

　標準ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅱ〕を参照。

12.17　サブアドレス（SUB）

　影響しない。

12.18　端末移動

　勧告 Q.９５３の４章を参照。

12.19　話中時再呼び出し（CCBS）

　今後の検討課題である。
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12.20　悪意呼通知（MCID）

　現在、適用される相互作用はない。

12.21　着信課金（REV）

12.21.1　ケースＡ

　着信課金付加サービス（REV）ケースＤが適用されている間に着信課金付加サービス（REV）ケースＡ

が発信ユーザより要求される場合、着信課金付加サービス（REV）ケースＡ要求は着信ユーザへ示されず、

かつ発信ユーザはファシリティ情報要素に着信課金要求（RequestREV）リターンリザルトコンポーネント

と通知識別子情報要素に「着信課金（呼全体）」通知の表示を含む「応答」（CONNECT）メッセージを

受信する。

12.21.2　ケースＢ

　着信課金付加サービス（REV）の各種ケース（ケースＡ、ケースＢ、ケースＣあるいはケースＤ）が適

用されている間に着信課金付加サービス（REV）ケースＢが発信ユーザより要求される場合、着信課金付

加サービス（REV）ケースＢ要求は着信ユーザへ示されず、かつ発信ユーザはエラー“着信課金付加サー

ビス（REV）はすでに実行中”を含む「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを受信する。加えて網

はオプションとして通知識別子情報要素に「着信課金（呼全体）」又は「着信課金（呼残部）」通知の表

示を含めてもよい。

　発信ユーザが着信課金付加サービス（REV）ケースＢを要求し、着信ユーザがケースＣを同時に要求す

る時、着信課金付加サービス（REV）要求の衝突が起き、次の手順が適用される。

　－この衝突が発側のユーザ・網インタフェース又は網で起きる場合、着信課金付加サービス（REV）ケ

ースＢ要求は着信ユーザへ示されず、かつ発信ユーザはエラー“着信課金付加サービス（REV）はす

でに実行中”を含む「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを受信する。加えて網は通知識別子

情報要素に「着信課金（呼全体）」通知の表示を含める。

　ＴＴＣ注－ＩＴＵ－Ｔ勧告では「着信課金（呼全体）」通知の表示を発側のユーザ・網インタフェース

での場合でも必須としているが例外手順（９．２．２．１．２節など）での着信課金通知の

表示はオプションとなっているため発側のユーザ・網インタフェースではオプションとする。

　－この衝突が着側のユーザ・網インタフェースで起きる場合、着信課金付加サービス（REV）ケースＢ

要求はこの衝突によって影響を及ぼされない。網は着信ユーザへエラー“着信課金付加サービス

（REV）はすでに実行中”を含むファシリティ（FACILITY）メッセージを返送する。

　着信課金付加サービス（REV）の各種ケース（ケースＡ、ケースＢ、ケースＣあるいはケースＤ）が適

用されている間に着信課金付加サービス（REV）ケースＢが着信ユーザより要求される場合、網は着信ユ

ーザへエラー“着信課金付加サービス（REV）はすでに実行中”を含むファシリティ（FACILITY）メッ

セージを返送する。加えて網はオプションとして通知識別子情報要素に「着信課金（呼全体）」又は「着

信課金（呼残部）」通知の表示を含めてもよい。

12.21.3　ケースＣ

　着信課金付加サービス（REV）の各種ケース（ケースＡ、ケースＢ、ケースＣあるいはケースＤ）が適
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用されている間に着信課金付加サービス（REV）ケースＣが着信ユーザより要求される場合、網は着信ユ

ーザへエラー“着信課金付加サービス（REV）はすでに実行中”を含むファシリティ（FACILITY）メッ

セージを返送する。加えて網はオプションとして通知識別子情報要素に「着信課金（呼全体）」又は「着

信課金（呼残部）」通知の表示を含めるかもしれない。

12.21.4　ケースＤ

　１２．２１．１節、１２．２１．２節及び１２．２１．３節を参照。

12.22　多段階優先割り込み（MLPP）

　影響なし。

13．パラメータ値

　ケースＢのために網は着信課金無効タイマ（T-rev）をインプリメントする。このタイマは網が着信ユー

ザに着信課金付加サービス（REV）オペレーションインボークコンポーネントを送付するために「ファシ

リティ」（FACILITY）メッセージを送信したときに起動し、着信ユーザから着信課金付加サービス

（REV）オペレーションリターンリザルトコンポーネント、または着信課金付加サービス（REV）オペレ

ーションリターンエラーコンポーネントを含む「ファシリティ」（FACILITY）メッセージを受信したと

きに停止する。このタイマがタイムアウト（デフォルト値：１５秒）した場合、９．２．２．１．２節に

規定された手順に従う。

14．動的記述（SDLs）
　図１／ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅲ〕から図１６／ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅲ〕のＳＤＬ記述は標準ＪＴ－Ｑ９３１に

定義されているプロトコル制御及び呼制御のモデルに基づいている。

　本文中にあいまいな点がある場合、ＳＤＬを利用して解決する。本文とＳＤＬに矛盾がある場合は本文

を優先する。ＳＤＬはインプリメントを強制するものではない。

　動的記述は勧告Ｚ．１００に従って規定されている。
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標準ＪＴ－Ｑ９３１における

網から／へのメッセージ

標準ＪＴ－Ｑ９３１における”呼制御”

とユーザ内事象から／へのプリミティブ

図１／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

(ITU-T Q.956.3)

着信課金付加サービス（REV）の発側ユーザのＳＤＬ

標準ＪＴ－Ｑ９３１における

ユーザから／へのメッセージ

標準ＪＴ－Ｑ９３１における”呼制御

と網内事象から／へのプリミティブ

図２／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

(ITU-T Q.956.3)

着信課金付加サービス（REV）の発側網のＳＤＬ
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標準ＪＴ－Ｑ９３１における

ユーザから／へのメッセージ

標準ＪＴ－Ｑ９３１における”呼制御”

と網内事象から／へのプリミティブ

図３／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

(ITU-T Q.956.3)

着信課金付加サービス（REV）の着側網のＳＤＬ

標準ＪＴ－Ｑ９３１における

網から／へのメッセージ

標準ＪＴ－Ｑ９３１における”呼制御”

とユーザ内事象から／へのプリミティブ

図４／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

(ITU-T Q.956.3)

着信課金付加サービス（REV）の着側ユーザのＳＤＬ
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　(１)　着信課金に関わる状態は呼が解放されたとき、空き状態になる。

　(２)　正常呼切断復旧手順が適用される。

　(３)　呼切断復旧メッセージは、リターンエラーまたはリジェクトコンポーネントを含むかも知れない

　　　 し、含まないかもしれない。

図５／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

（ITU-T Q.956.3）

ケースＡ　発信ユーザ側ＳＤＬ

例:ﾘﾀｰﾝﾘｻﾞﾙﾄ無し
の応答
 (CONNECT)

着信課金要求

着信課金要求(RequestREV)
のインボークコンポーネント
はファシリティ情報要素の中
に入る

REV-R　INV を含む

呼設定(SETUP)

着信課金

空き

着信課金

要求

その他の

レスポンス

REV-R RR を含む

応答(CONNECT)

REV-R RE を含む
呼切断復旧
メッセージ　(３)

着信課金(REV)
リターンリザルト

通知
切断復旧通知

着信課金(REV)

エラー通知

呼解放要求

着信課金中

(１)

着信課金

空き(２)
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　　　　　no

　(１)　着信課金に関わる状態は呼が解放されたとき、空き状態になる。

　(２)　呼切断復旧メッセージはファシリティ情報要素を含むかも知れないし、含まないかもしれない。

図６／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

（ITU-T Q.956.3）

ケースＡ　発側の網側ＳＤＬ

着信課金

空き

着信課金要求(RequestREV)の
インボークコンポーネントは
ファシリティ情報要素の中にある

REV-R INV を含む

呼設定(SETUP)

条件
チェック

　　yes

－網能力
－サービス相互作用

網
着信課金(REV)

通知

着信課金

通知

呼または
着信課金(REV)
拒否

呼受諾かつ
着信課金(REV)
受諾

エラー値
理由表示値
を保存

着信課金(REV)
リターンリザルト
を保存

REV-R RE を含む
呼切断復旧
メッセージ　(２)

REV-R RR を含む

応答(CONNECT)

着信課金

空き

着信課金中

(１)
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　　　　　　　　　　no

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　no

(１)　着信課金に関わる状態は呼が解放されたとき、空き状態になる。

図７／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

（ITU-T Q.956.3）

ケースＡ　着側の網側ＳＤＬ

－加入契約(ｵﾌﾟｼｮﾝ)
－ｻｰﾋﾞｽ相互作用の許容

応答

(CONNECT)

着信課金中

(１)

網
　受諾通知と
　着信課金(REV)通知

呼,着信課金(REV)受諾
着信課金(REV)
通知表示の設定

着信課金

空き

着信課金(REV)
要求を含む
呼設定要求

条件
チェック

　　yes

着信課金(REV)
ケースＤの適用

　　yes

REV-I INV

の設定

REV-R INV

の設定

REV-I INV を含む

呼設定(SETUP)

REV-R INV を含む

呼設定(SETUP)

着信課金要求
（ケースＤに
　よる）

着信課金要求
（ケース A に
　よる）

その他の

レスポンス

その他の

レスポンス

REV-R RR を含む
応答
(CONNECT)

着信課金中

(１)

着信課金

空き

着信課金

空き

網

呼解放通知

網

受諾通知

網

呼解放通知

呼と着信課金(REV)

受諾の設定

理由表示値

を保存

エラー値、理由

表示値を保存
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(1)　着信課金に関わる状態は呼が解放されたとき、空き状態になる。

図８／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

（ITU-T Q.956.3）

ケースＡ　着信ユーザ側ＳＤＬ

REV-R INV を含む

呼設定(SETUP)

着信課金(REV)

拒否要求

REV-R RR

の設定

REV-R RR を含む

応答(CONNECT)

REV-R RE

の設定

着信課金

空き

着信課金中
(１)

呼と着信課金(REV)

の受諾要求

呼設定要求と
着信課金(REV)
通知

呼拒否要求

REV-R RE と
理由表示値を含む
呼切断復旧
メッセージ

着信課金

通知

着信課金

空き

理由表示値

の設定
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(1)　着信課金に関わる状態は呼が解放されたとき、空き状態になる。

図９／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

（ITU-T Q.956.3）

ケースＢ　（発信ユーザからの要求）発信ユーザ側ＳＤＬ

着信課金要求(RequestREV)
インボークコンポーネントは
ファシリティ情報要素の中に入る

着信課金

空き

着信課金

要求

着信課金要求

REV-R INV を含む
ファシリティ
(FACILITY)

着信課金中

(1)

着信課金

空き

REV-R RR を含む
ファシリティ
FACILITY

その他レスポンス

着信課金(REV)

リターンリザルト通知

着信課金(REV)

エラー通知
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(１)　着信課金に関わる状態は呼が解放されたとき、空き状態になる。

図１０／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

（ITU-T Q.956.3）

ケースＢ　（発信ユーザからの要求）発側の網側ＳＤＬ

着信課金要求(RequestREV)
インボークコンポーネントは
ファシリティ情報要素の中に入る

－網能力
－サービス相互作用の許容
－呼状態が通信中

着信課金

空き

no
条件チェック

　　　yes

REV-R INV を含む
ファシリティ
(FACILITY)

網着信課金通知

着信課金

通知

着信課金(REV)

拒否

着信課金(REV)

エラー値を保存

着信課金(REV)

受諾

着信課金(REV)
リターンリザルト
を保存

着信課金

空き

REV-R RE を含む
ファシリティ
(FACILITY)

着信課金中

(１)

REV-R RR を含む
ファシリティ
(FACILITY)
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(１)　着信課金に関わる状態は呼が解放されたとき、空き状態になる。

図１１／ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅲ〕

（ITU-T Q.956.3）
ケースＢ（発信ユーザからの要求）着側の網側ＳＤＬ

－加入契約（オプション）
－着信課金が実行中でない
－呼状態が通信中

エラー値を保存

着信課金網拒否

通知

着信課金網受諾

通知

着信課金網拒否

通知

網着信課金要求

着信課金

空き

着信課金無効タイ

マ (T-rev) の開始

REV-R INV を含む
ファシリティ
 (FACILITY )

REV-R INV の設定

no
条件チェック

　　　yes

着信課金

要求

着信課金無効
タイマ(T-rev)
の満了

その他の

レスポンス

REV-R RR を含む
ファシリティ
(FACILITY)

着信課金無効タイマ

 (T-rev) の停止

着信課金無効タイマ

(T-rev) の停止

着信課金受諾を設定 エラー値を保存

着信課金

空き

着信課金

空き
着信課金中

(１)



- 89 - ＪＴ－Ｑ９５６

　

(１)　着信課金に関わる状態は呼が解放されたとき、空き状態になる。

図１２／ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅲ〕

（ITU-T Q.956.3）
ケースＢ（発信ユーザからの要求）着信ユーザ側ＳＤＬ

REV-R INV を含む
ファシリティ
(FACILITY)

着信課金要求通知

着信課金

空き

着信課金

通知

REV-R RR の設定 エラー値を設定

着信課金拒否要求着信課金受諾要求

REV-R RR を含む
ファシリティ
(FACILITY)

REV-R RE を含む
ファシリティ
(FACILITY)

着信課金

空き

着信課金中

(１)
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(１)　着信課金に関わる状態は呼が解放されたとき、空き状態になる。

図１３／ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅲ〕

（ITU-T Q.956.3）
ケースＢ（着信ユーザからの要求）及びケースＣの着側の網側ＳＤＬ

－呼状態が通信中
－加入契約（オプション）
－着信課金が実行中でない
－網能力

REV-R RR 及び着信課金通知

(呼全体又は呼残部) の設定

REV-R INV を含む
ファシリティ
(FACILITY)

着信課金要求

(RequestREV)の設定

着信課金要求
(RequestREV)
網通知

no
条件チェック

　　　yes

着信課金

空き

着信課金

通知

網 受 諾 網 拒 否

REV-R RR を含む
ファシリティ
(FACILITY)

エラー値の設定

網側着信課金

通知表示

REV-R RE を含む
ファシリティ
(FACILITY)

着信課金中

(１)

着信課金

空き
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(１)　着信課金に関わる状態は呼が解放されたとき、空き状態になる。

図１４／ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅲ〕

（ITU-T Q.956.3）
ケースＢ（着信ユーザからの要求）及びケースＣの着信ユーザ側ＳＤＬ

着信課金

空き

着信課金要求

REV-R INV を含む
ファシリティ
(FACILITY)

着信課金

要求

REV-R RR を含む
ファシリティ
(FACILITY)

その他の

レスポンス

着信課金受諾通知 着信課金拒否通知

着信課金

空き

着信課金中

(１)
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　no

(１)　着信課金に関わる状態は呼が解放されたとき、空き状態になる。

図１５／ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅲ〕

（ITU-T Q.956.3）
ケースＤ着側の網側ＳＤＬ

基本呼制御手順適用

着信課金

空き

網からの呼設定

要求

REV-I INV の設定

REV-I INV を含む

呼設定(SETUP)

着信課金

要求

着信課金
ケースＤ適用

　　　yes

着信課金通知 (呼全体)

の設定

基本呼制御手順適用

応答(CONNECT)
その他の

レスポンス

網側着信課金

通知表示

着信課金中

(１)
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　no

(１)　着信課金に関わる状態は呼が解放されたとき、空き状態になる。

図１６／ＪＴ－Ｑ９５６〔Ⅲ〕

（ITU-T Q.956.3）
ケースＢ（着信ユーザからの要求）、ケースＣ及びケースＤの発信網側ＳＤＬ

着信課金受諾

着信課金

空き

N(R)あるいは
N(W)を含む
通知 (NOTIFY)

REV-T INV を含む
ファシリティ
(FACILITY)

Ｓ／Ｔ一致参照点
か

　　　yes

着信課金中

(１)

着信課金中

(１)
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付録Ｉ

情報フロー

（本付録は本標準の一部分ではない）

　図Ⅰ．１／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］から図Ⅰ．６／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］までの例は、着信課金付加サー

ビス（ＲＥＶ）情報及び本付加サービスに関連する内容を転送するメッセージのみを一般的に記述してい

る。その他に関しては基本呼制御手順が適用される。

発信ユーザ                                    網                                    着信ユーザ

　　　　　　　　　　呼設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呼設定

　　　　　　　（Fac:REV-R INV）                     　　　　　　（Fac:REV-R INV）

            　　 通常の呼制御                     　　　　　　   　通常の呼制御

         　　　メッセージフロー                  　　　　　　    メッセージフロー

                　  応答                             　　　　　　     応答

         　    （Fac:REV-R RR）                    　　　　　　 （Fac:REV-R RR）

図Ⅰ．１／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

(ITU-T Q.956.3)

着信課金付加サービス（REV）ケースＡのインボケーション成功手順例

発信ユーザ                　　　　　　　　    網                　　　　            着信ユーザ

　　　　　　　　　　呼設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呼設定

          　  （Fac:REV-R INV）                    　　　　　　（Fac:REV-R INV）

           　   通常の呼制御                       　　　　　　　　通常の呼制御

           　 メッセージフロー                   　　　　　　　　メッセージフロー

               　  切断                            　　　　　      　　切断

           　　（Fac:REV-R RE）                    　　　　　　  （Fac:REV-R RE）

図Ⅰ．２／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

(ITU-T Q.956.3)

着信課金付加サービス（REV）ケースＡのインボケーション不成功手順例
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発信ユーザ              　　　　　　　   　　 網          　　　　     　　         着信ユーザ

通　信　中

　　　　　　　　 ファシリティ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ファシリティ

        　　　（Fac:REV-R INV）               　　　　　　　  （Fac:REV-R INV）

　　　　　　　　 ファシリティ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ファシリティ

     　　　 （Fac:REV-R RR or RE）            　　　　　　 　（Fac:REV-R RR or RE）

図Ⅰ．３／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

(ITU-T Q.956.3)

着信課金付加サービス（REV）ケースＢ（発信ユーザによる要求）

のインボケーション成功／不成功手順例

発信ユーザ         　　　　　　　　　         網                     　　　　       着信ユーザ

通　信　中

　　　　　　　　　 通知　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ファシリティ

        　 （Not.ind:N(R) or N(W)）            　　　　　　　　  （Fac:REV-R INV）

            　　　　　　　注

                                    　    　　　　　　　　　　　  ファシリティ

                   　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fac:REV-R RR）

注－私設ＩＳＤＮ網とインタワークする場合、ファシリティ情報要素の中に着信課金状態（REV-T-

Status）（呼残部／呼全体）インボークコンポーネントを含む「ファシリティ」（FACILITY）メッセ

ージが私設ＩＳＤＮ網に送られる。

図Ⅰ．４／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

(ITU-T Q.956.3)

着信課金付加サービス（REV）ケースＢ（着信ユーザによる要求）

／ケースＣのインボケーション成功手順例
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発信ユーザ          　　　　　　　　　        網             　　　　               着信ユーザ

通　信　中

                            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ファシリティ

                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fac:REV-R INV）

                                    　　　　　　　　　　　　　　　 ファシリティ

                  　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fac:REV-R RE）

図Ⅰ．５／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

(ITU-T Q.956.3)

着信課金付加サービス（REV）ケースＢ（着信ユーザによる要求）

／ケースＣのインボケーション不成功手順例

発信ユーザ         　　　　　　　　           網           　　　　                 着信ユーザ

　　　　　　　　　　呼設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呼設定

               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （Fac:REV-I INV）

            　   通常の呼制御                       　　　　　  　通常の呼制御

           　　 メッセージフロー                　　　　       メッセージフロー

               　   応答                              　　　　　　    応答

          　　 （Not.ind:N(W)）

              　　注

注－私設ＩＳＤＮ網とインタワークする場合、ファシリティ情報要素の中に着信課金状態（REV-T-

Status）（呼全体）インボークコンポーネントを含む「応答」（CONNECT）メッセージが私設ＩＳＤ

Ｎ網に送られる。

図Ⅰ．６／ＪＴ－Ｑ９５６［Ⅲ］

(ITU-T Q.956.3)

着信課金付加サービス（REV）ケースＤのインボケーション手順例
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